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表紙写真の説明

・「里山ガーデン」日時：２０１７年４月２９日撮影
場所：横浜市旭区上白根町
昭和６０年卒 横浜中央支部 皆川 雅彦先生 撮影
・「立山 雪の大谷」日時：２０１７年５月２８日撮影
場所：富山県中新川郡立山町
昭和５５年卒 京橋支部 臼井 文規先生 撮影

・井出学長・石井短大学長との座談会
・平成２９年度移動理事会（熊本視察）
・第４５回同窓会主催全国ゴルフ大会
戸塚カントリー倶楽部
・重点事業へのアプローチ
平成２９年度同窓会オリエンテーションのご報告
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港区芝支部の江里口と申しま
す。私の担当校：港区立お台場学
園の正門前にあるのが自慢の砂浜
「お台場海浜公園」です。診療室
のある新橋からゆりかもめ（自動
運転ですから車両先端にも座れて
展望抜群♪）に乗って１５分，お台
場海浜公園駅で下車すれば，ほん
の徒歩数分で到着です。この公園

はレインボーブリッジの袂である
お台場の砲台跡「第三台場」か
ら，ぐるっと西端にある台場駅や
１２mの自由の女神銅像までの人
工浜「おだいばビーチ」で形作ら
れています。
見所その１は，レインボーブ
リッジです。この橋にはゆりかも
めや首都高速が通るだけでなく，

北側南側に遊歩道もあり，歩いて
２km弱を芝浦まで渡ることが出
来ます（自転車も通れますが押し
て歩くルールですので念のため）。
遊歩道からの眺めは抜群で，正面
にフジテレビ本社ビルが見えま
す。ただ風の強い日は散歩に向き
ません。遊歩道入口にはゲートが
あって，開いているのは９時～２１

ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

お 台 場

東 京 都 港 区



時（１１月～３月は１０時～１８時）悪
天時にも閉鎖されます。通行は無
料です。
見所その２は，おだいばビーチ
です。まず人工とは言っても約
８００mの綺麗な砂浜です。伊豆諸
島の神津島の砂が使われているそ
うです。人工浜のため，水深が急
に深くなるので水泳ができないの
が残念です。また食用には無理が
ありますがのり，牡蠣などもと

れ，水遊びはできます。浜に沿っ
て松が植えられ，その外側は散歩
コースやランニングコースとなっ
ていて，のんびりと散策するには
ぴったりです。ゆりかもめ側には
ショップやレストランのあるビル
「デックス 東京ビーチ」があり
ます。木造の展望デッキからは，
まるで船の甲板から海を眺めてい
るように感じます。聞いた話です
が夜景も美しいそうです。

見所その３はご存知フジテレビ
です。多くのイベントが無料で楽
しめますのでフジテレビのサイト
をご覧下さい。その他にも船の科
学館，モヤイ像など盛りだくさん
です。港区芝までいらしたら是非
お立ち寄りください。皆さまのお
越しをお待ち申し上げます。
（昭和５５年卒 江里口裕康）

ふるさと自慢



私は母校を昭和６３年に卒業し，
当時の歯科補綴学第一講座（溝上
隆男主任教授，櫻井 薫主任教
授）にて，大学院生および助手と
して計１０年間の研修をしたのち，
生まれ故郷である新潟県三条市に
戻り，初代院長として歯科医院を
開業致しました。現在，この４月
から開院２０年目に入っています。
先日，同窓会広報委員会に所属さ
れているＯ（旧姓：Ｎ）先輩より
今回の「原稿依頼」のお電話があ
り，母校バスケットボール部時代
から現在まで脈々と続いている素
敵な「縦社会」の構図に屈し（笑），
喜んでお受けさせて頂くことに致
しました。
さて，今回私に与えられたテー
マは「地域活動」です。平成１５年
（２００３年）に，数名の親御さん達
と共に，「ミニバスケットボール
（小学生対象）のスポーツ少年団」
を立ち上げ，早１５年が経とうとし
ています。多くの方々に支えられ
ながら，今まで自分が何とか「団
長」としてやってこられた事への

感謝の気持ちを込めて，これまで
の経緯や現在の状況などを拙いな
がら綴ってみたいと思います。
きっかけは私の長女が６年生に
なった時の事でした。公立小・中
学校で「週休二日制」が導入さ
れ，娘が通っていた大崎小学校で
は，平日放課後の「特設クラブ」
の活動がなくなり，代わりに土日
に学校・PTAや地域の方が支援
する「ウィークエンドミニバスク
ラブ」なるものを新設しました。
そこで「保護者会長」にさせられ
た私は，バスケットボールのプ
レー経験がある他のお父さん達や
地域の方々と共に指導に当たって
いました。ですが活動していくう
ちに，何をするにもその「現場」
からほど遠い学校長や PTA会長
を通してからでないと活動できな
いことから，そのタイムラグや活
動範囲の狭さに，保護者の間で少
しずつ違和感や不満が芽生え始め
ました。既に社会体育である「ス
ポーツ少年団」として活動をして
いた同小学校の野球などの他団体

や，他の小学校のミニバスの団体
からの後押しもあって，学校側と
の数回の協議を経て，ちょうど１
年経過した平成１５年４月に「三条
OHSAKIDS※ MBC（ミニバスク
ラブ）スポーツ少年団＜女子＞」
を立ち上げ，続いて平成２１年４月
に＜男子＞を立ち上げました。（※
OHSAKIDS－オオサキッズ－：
「大崎小」と「子供達」をくっつ
けた造語）スポーツ少年団は，必
要な時には学校と連携をとりつつ
も，その主体はあくまでも「地
域」であり，地域の皆さんがボラ
ンティアで支援して活動していく
団体です。保護者の皆さんの協力
や薦めもあり，この時に私は当ス
ポーツ少年団の団長に就任致しま
した。開業してちょうど５年が経
ち，おかげさまで仕事が順調に
なってきた頃でした。まさにこ
の瞬間が「職業人としての私」に
加え，「地域人としての私」のス
タートだったのではと思います。
三条市の郊外にある同小学校区
の出身ではなかった私は，言って

渡辺和宏先生のご紹介

渡辺先生は昭和６３年卒，バスケットボール部に所属しておりました。学生時代，練習中はもちろんのこ
と，年度の節目の懇親会では先輩のプレースタイルや練習着の姿形を真似るなどして大いに場を盛り上げ
て下さいました。卒業後は母校大学院，助手を経て地元新潟に戻り，院長先生として，また地域に密着し
た活動を推進するリーダーとして活躍されております。渡辺先生のご活躍ぶりをご紹介いたします。

（広報委員会 会員ネットワーク小委員会担当 バスケットボール部出身 岡村美恵子）

地域人としての私
～ミニバスケットボール・スポーツ少年団の活動を通して～

渡 辺 和 宏（昭和６３年卒）

会 員 往 来



みれば地域における「よそ者」で
した。診療を除けば，私がどんな
人間なのかはほとんど見えていな
かったと思います。おまけに「歯
科医院の院長」は，地域の人に
とってこちらが考えているほどそ
んなに近い存在ではありません。
私はこの時に，「地元スポーツ少
年団の団長」という役職を拝命
し，皆さんと共に地域の子供達の
心身両面における成長を応援する
活動をさせて頂いたことで，よう

やく「よそ者」から「地域に根差
したコミュニティの一員」になる
ことができたのではないかと思っ
ています。引いては，これがまさ
に東歯・血脇イズムである「歯科
医たる前に人間たれ」の実践だっ
たのではと考えています。
振り返れば１５年もの間には本当

に色々なことがありました。団長
を始めコーチ・スタッフはあくま
でもボランティアであり，報酬は
一切発生していません。（逆に，

ユニホームや団旗製作などに対す
る寄付などの持ち出しがあったり
して… ）また基本的には仕事や
家族などプライベートの方が優先
なので，チームスタッフには必然
的にできるだけ大勢の人員の確保
が必要になってきます。しかし，
反対に人数が多過ぎると意見が割
れてしまい，まとまらなくなって
しまいます。残念ながら意見の対
立から，今まで数名のコーチが退
団してしまいましたが，現在は，

女子 6年生と大会後に

男子への試合後の指導風景 男子 6年生と大会後に

女子集合写真 男子集合写真

男子 6年生と祝勝会にて～春季～ 男子 6年生と祝勝会にて～秋季～女子 5年生とお昼休みギャラリーにて

会 員 往 来



年齢幅最大２０歳の仲の良い１２名の
コーチ・スタッフが，自分の子供
が卒業しても団にそのまま残り，
みんな自分の子供のように，一生
懸命かつ楽しく指導してくれてい
て，本当に助かっています。他に
はいわゆるモンスターペアレンツ
の問題も多々あり。「どうしてう
ちの子を試合に出さないんだ！」
「今日の練習でうちの子がはずさ
れていた事が納得いかない！」な
どの暴言や苦情にも向き合わなけ
ればなりません。子供の指導より
も先に親の教育から必要な場合が
あります。また，うちのチーム
は，いわゆる「勝利至上主義」で
はなく，まずはミニバスを通じて
スポーツ全般を好きになり，「全
力」でやり遂げることで，勝って
も負けても選手達や応援している
者みんなが「感動」しようという

事を目標にしているので，当然な
がら団旗には「全力」や「感動」
の文字しか入っていません。これ
を初めて見た保護者から「団長は
試合に勝つ気あるんすかぁ？」な
どの言葉を浴びせられたこともあ
りました。
三条OHSAKIDS の主たる活動
方針は，「体力は勿論，挨拶など
の礼儀，時間厳守，積極性や協調
性を身につける事など」ですの
で，さほど輝かしい成績は残して
いませんが，この１４年間での卒団
生の総数は，男子３１名，女子８８名
の計１１９名にも上り，また現在男
子１８名，女子１５名の計３３名の団員
が在籍しています。過去に，男子
は地区大会で優勝して３回県大会
に出場することができ，また女子
は地区３位が最高位ですが，現在
トップリーグの名古屋・三菱電機

コアラーズの選手として活躍して
いる，＃２７田代桐花選手（身長
１８５cm）を卒団生として輩出する
ことができました。また私自身
も，地区のミニバス連盟の副会長
や，市のスポーツ少年団の常務理
事，新潟アルビレックスBBの後
援会事務局長などの役職も拝命
し，ミニバスを始め他種目の団体
の方々や，行政の方々，地元プロ
選手との繋がりを築かせて頂くこ
とができました。
平日夜の週２～３回の練習や，
土日の試合や県内外への遠征な
ど，５５歳の私には時間的にも体力
的にも辛いこともありますが，純
粋な目をして大きな声を出し，一
生懸命にボールを追う子供達から
逆に「エネルギー」をいっぱいも
らいながら，何とか頑張っていま
す。笑顔と感動の涙に溢れる「三

男子納涼会にて 小中連携としての中学バスケ部顧問との交流会にて

団旗女子：上段
団旗男子：下段

１０周年記念祝賀会の集合写真

会 員 往 来



条OHSAKIDS MBCスポーツ少
年団」。地域人としての私にとっ
て，子供達や保護者，スタッフか
ら「院長先生～！」ではなく，「団

長～♪」と呼ばれてなぜかほっこ
りする，すごく楽しくて大切な場
所です。これからも皆さんに喜ん
でもらえるよう，地域の方々のた

めに，そしてまた自分のために
も，仕事と共にこの「地域活動」
を長く続けて行きたいと思ってい
ます。

毎年作製する卒団記念品のDVD

三條新聞に掲載された優勝記事 卒団生の田代桐花選手から
記念にいただいたユニホーム

成人式のあとに来てくれた女子第２期生達

新潟アルビレックスBBの選手と診療室にて

卒団生の田代桐花選手（三菱電機所属）と試合前のセレモニーにて

スポ少・野球、空手などの異種目団体指導者との交流会にて

会 員 往 来



熊本大震災から１年が経過し，熊本を訪問して熊
本県支部の会員の皆様と懇談する機会を得た。熊本
城の惨状は報道で知らされてはいたが，実際に目に
して改めて被害の大きさを認識することとなった。
日常いつも目にする威風堂々の象徴が，一日にして
無残な姿をさらすこととなり，県民にとって心の支
えを失ったことは容易に予想できた。
この地震で，会員の中にも負傷されたり，診療室
やご自宅が壊れるなどの被害が出た。診療に影響が
出た会員もおられた。一年を経過しても，いまだに
みなし仮設住宅で暮されている先生もいらっしゃ
る。しかしながら，どの先生におかれても復興に向
けて地道な努力をされており，心強い限りである

し，頭が下がる思いである。
東日本大震災や今回の熊本大震災では，同窓会と
して支援金を呼びかけ，全国の会員の皆様から多く
のご協力をいただいた。その結果，復旧のわずかな
足しにしかならないかもしれないが，同窓のお見舞
いの気持ちを表すことができた。改めて感謝申し上
げる。
現在，同窓会では共済制度の見直しが進められて
いる。本会の共済制度は，現行では弔慰共済金，罹
災共済金，８０歳および１００歳の長寿お祝い金よりな
り，このために卒業後間もない新進会員から８０歳に
達する会員に至るまで，均一の共済負担金をお願い
している。ただシミュレーションの結果，負担金収
入減少のため，現行の規定のまま運営するとやがて
立ち行かなくなる恐れがある。また，個々の災害に
対し情報の正確な把握が困難なことがあり，公平な
罹災共済金のお支払いが難しくなっている。さらに
若手の会員の支部加入を促進する意味でも，会費や
負担金などをできるだけ軽減する必要がある。
このような現状を勘案し，改正する共済制度から
は罹災共済金が除外される方向にある。詳細につい
ては，間もなく執行部より改正案が示されて，各地
域支部連合会や支部を通してご協力をいただき，評
議員会の判断を仰ぐこととなる。
では，大規模災害に対してはどのように対応する
か。近年，大きな災害が増えつつあるように思われ
るが，その規模が大きくなるほど，現行の共済制度
では対応ができない。地震や台風などの被害につい
ては共済制度から外し，「支援金」として対応する
方針である。災害が生じた場合，支部長からの申し
出により，理事会で支援金募集を決定し，会員の皆
様にご協力をお願いする。理事会が速やかに対応す
ること，さらに同窓各位の暖かいご支援も不可欠と
なる。
同窓としての心の絆をいつまでも繋ぎ止めておく
ために，宜しくご理解を賜りたい。

共済制度のこれから

副会長

財 部 正 治

巻 頭 言
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理事会より

●お知らせ（会長・監事の選挙）

同窓会現執行部の任期満了（平成２９年１２月３１日）にともない，今年の評議員会（１１月１９日）におい
て，平成２５年度の評議員会で制定され，平成２６年から施行されました「東京歯科大学同窓会選挙規
則」に則り，役員（会長・監事）選挙がおこなわれます。
正式な公示は，会報１０月号でさせていただきますが，「選挙規則」による選挙となりますので，周

知の意味もあり，ここにお知らせいたします。

選 挙 期 日：平成２９年１１月１９日（日）
選 挙 場 所：評議員会会場（東京歯科大学水道橋校舎本館１３階）
届出受付場所：同窓会事務局

（選挙規則抜粋）
第６条 立候補者は，本人の略歴および趣意書を添え，推薦候補者にあっては，同時に会員の推薦

者２名以上の署名捺印ある推薦書と本人の承諾書を添えて，土日祝日および本会の休日を除
く選挙日の１０日前正午までに本人または代理人が本会に届出る。

同窓会事業・行事

●平成２９年度学年代表者会
と き 平成２９年７月３０日（日）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎新館１１階 第１講義室

●第４５回全国ゴルフ大会
と き 平成２９年９月２８日（木）
ところ 戸塚カントリークラブ（神奈川県）

●第５回新進会員のつどい
と き 平成２９年１１月５日（日）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎本館１３階 第１講義室

●平成２９年度東京歯科大学同窓会評議員会および都道府県代表者会
と き 平成２９年１１月１９日（日）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎本館１３階

●TDCアカデミア２０１７
・卒後研修
・医療教養
・臨床セミナー
（日程は２月号４ページ参照）
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地域支部連合会・支部関係

●地域支部連合会会長の交代
平成２９年１月１日付
九州地域支部連合会 田中 一秀 氏（昭４９卒）

前連合会長 永江 健一 氏（昭５３卒）
平成２９年３月４日付
東北地域支部連合会 長内 幸一 氏（昭５２卒）

前連合会長 本田 富彦 氏（昭４９卒）

●支部長交代
平成２９年１月２０日付
芝支部 江里口裕康 氏（昭５５卒）

前支部長 萩原 雄吉 氏（昭５３卒）
平成２９年２月１８日付
北多摩支部 山根 秀樹 氏（昭５７卒）

前支部長 奥野 和志 氏（昭４９卒）

平成２９年３月４日付
青森県支部 長内 幸一 氏（昭５２卒）

前支部長 本田 富彦 氏（昭４９卒）
平成２９年３月１１日付
群馬県支部 原 茂 氏（昭５８卒）

前支部長 引田 正俊 氏（昭５２卒）
平成２９年３月２６日付
兵庫県支部 村岡 光明 氏（昭５９卒）

前支部長 西村 亮介 氏（昭４７卒）
平成２９年４月１日付
小樽支部 合田 和生 氏（昭５７卒）

前支部長 坂田 道昭 氏（昭５１卒）
十勝支部 髙橋 哲史 氏（昭５５卒）

前支部長 吉川 克己 氏（昭５２卒）
中野支部 田上 樹里 氏（昭６０卒）

前支部長 小林 香 氏（昭６２卒）

（平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日）
総務・厚生部新進会員のつどい実行委員会
木 村 基 善（Ｈ２５卒） 山 田 祥（Ｈ２５卒） 田 中 亜 生（Ｈ２６卒） 星 野 立 樹（Ｈ２６卒）
大 村 雄 介（Ｈ２７卒） 鷲 尾 紗裕理（Ｈ２７卒） 石 彩記子（Ｈ２８卒） 谷 口 修一朗（Ｈ２８卒）
深 澤 俊 也（Ｈ２８卒） 小 池 将 人（Ｈ２９卒） 中 里 晴 香（Ｈ２９卒）
協力委員 佐々木 葉 子（Ｓ６０卒） 山 本 雅 通（Ｈ６卒） 大 井 陽 生（Ｈ１６卒）

菅 原 圭 亮（Ｈ１６卒） 野 末 真 司（Ｈ２３卒） 石 川 宗 理（Ｈ２４卒）
岡 嶋 伶 奈（Ｈ２４卒）

母校関係行事・案内

●平成２９年度東京歯科大学学会
第３０４回総会 平成２９年１０月２１日（土）・２２日（日）水道橋校舎新館

演題締め切り ８月１８日（金）正午

東京歯科大学同窓会各種委員会委員

会 務
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司会 井出学長・石井短大学長先
生には，お忙しいところ同窓会座
談会にご出席いただきましてあり
がとうございます。司会は広報の
委員長をやっております臼田が務
めさせていただきます。まずはじ
めに矢﨑会長ご挨拶をお願いいた
します。

■日頃からの同窓会事業への
ご理解・ご協力に対してのお礼
矢﨑会長 本日はお忙しいところ
をありがとうございました。東京
歯科大学短期大学歯科衛生学科の
創立，誠におめでとうございま

す。大学創立１２０周年を期して始
まりました水道橋移転の壮大な計
画も，西棟の建設，そして短大の
設立ということで一段落したので
はないかと思っております。日ご
ろから同窓会の事業について多大
なるご理解を賜り，誠にありがと
うございます。
今年も歯科医師国家試験あるい
は本校への受験生の応募状況な
ど，他大学に比べて本学は素晴ら
しい成績を上げており，これも学
長の井出先生のご指導のもと，教
職員の皆さま方が，一致団結した
結果だと思います。本日は，全国
の同窓に現在の本学の課題，さら
に，これからの歯科界のことにつ
いても学長の両先生に種々お話を
聞きたいと思います。ご多忙の
中，誠にありがとうございます。

■本年度国家試験・入学試験
について
冨山副会長 今回の第１１０回歯科
国家試験も私立でトップというこ
とで，我々同窓一同大変うれしく
思っています。まずは今回の国家
試験の結果についてのお話を伺い
たいと思います。

井出学長 幸い私立の歯科大学の
中では１番になったものの，他大
学も教育に力を入れておりますの
で，我々もいつまでもうかうかし
ていられないと思います。新卒の
１００人以上が歯科医師国家試験に

東京歯科大学同窓会 井出学長・石井短大学長との座談会

日 時：平成２９年４月７日
場 所：水道橋校舎本館 ５階

法人役員会議室

出席者：
井出吉信 東京歯科大学学長
石井拓男 東京歯科大学短期大学学長
矢﨑秀昭 東京歯科大学同窓会会長
澁谷國男 東京歯科大学同窓会副会長
早速晴邦 東京歯科大学同窓会副会長
財部正治 東京歯科大学同窓会副会長
冨山雅史 東京歯科大学同窓会副会長
臼田 準 東京歯科大学同窓会広報部・

広報委員会委員長

（オブザーバー）臼井専務理事，中島総務担当常任理事，小池広報担当常任理事

会 務
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合格できたことは，本学がきちん
と学生教育を行い卒業を認めてい
るという証であり，国家試験に受
かって社会に貢献する歯科医師を
養成するというのが東京歯科大学
の本分だと思います。

冨山副会長 ある週刊誌では，入
学してから６年の履修でどのぐら
いきちんと国家試験に通るかとい
う，正しい判断の仕方の順位表も
出しています。そうすると圧倒的
に東京歯科が一番ということで，
他大学の方もみんな子供を東京歯
科のほうに入れたいという流れが
あるように私も聞き及んでいま
す。

井出学長 そのように言って頂く
のは有難いのですが，かつて１番
であった企業があっという間に凋
落することがあるので，教授会や
講座会などの場で，気を引き締め
て教育にあたるよう伝えていま
す。
今年の入試志願者は他大学に比
べて非常に多い結果でした。成績
優秀者に出している奨学金の額
を，今年は大幅に増やしました。
同じ私立の歯科大学合格者には特
別奨学生という制度が有効です
が，国立の歯学部と医学部の合格
者に東京歯科大学に残ってもらえ
るか非常に難しいところです。
水道橋に移転したことで，女子
学生の受験者が多くなっているの

も最近の特徴です。

澁谷副会長 女子学生が多いと，
どうですか。

井出学長 駅に近く建物が新しく
きれいなので女子学生が増え，今
年の１年生では女子が男子を上回
りました。そのため，女性の先生
をなるべく残しておきたいと思っ
ています。女性は結婚や育児によ
り一時期仕事を離れる時期があり
ますが，学校としては産休，育休
を取得後，もう一度復帰しても
らえればありがたいと考えてい
ます。歯科放射線学講座の後藤
多津子先生は子育てされながら教
授までなっておられ，女子学生に
とって憧れの先生になっているの
ではないかと思います。

早速副会長 学生さんにとっての
東京歯科大学の魅力はどうお考え
になりますか。

井出学長 入学試験の面接時に志
望理由を聞くと，受験生は圧倒的
に国家試験の合格率と教育力と答
えます。それに加え，東京歯科大
学は教員だけでなく職員もすごく
丁寧だと言われます。教職員一丸
となって学生の面倒をみるという
のが最大の特長だと思います。

財部副会長 今年，同窓の先生の
ご子弟の割合はどの程度だったの

でしょうか。

井出学長 今年は新入生１２８名中
１７名が同窓のご子弟だったので，
全体の１３．３％ぐらいです。大学と
して本当は２割ぐらい同窓のご子
弟に入学していただけるとありが
たいのですが，同窓のご子弟でも
医学部等に合格され入学を辞退す
る方もおられます。他大学出身の
方のご子弟が東京歯科は良いから
と受験してくれるのは非常に喜ば
しいことです。矢﨑同窓会長より
ご紹介頂いていますが，ぜひ優秀
な受験生を紹介して頂きますよう
宜しくお願いします。
推薦入試は指定校推薦と一般公
募推薦があって，推薦入試は２倍
ぐらいの倍率です。一般入試はⅠ
期で４倍強，Ⅱ期が１８倍ぐらいに
なるので非常に厳しいです。どう
しても東京歯科大学に入りたいと
いう受験生がいれば，ぜひ推薦入
試を受験するよう勧めてくださ
い。またその際，矢﨑会長に一言
言っていただければと思います。

矢﨑会長 現在の歯科医師国家試
験の状態について，先生方はどの
ように感じられておられますか？

井出学長 現在の歯科医師国家試
験で何が大変かと言いますと，ど
こまで教育すればいいのか図りか
ねるところだと思います。ある大
学では合格できそうな学生だけに
受験させるので，その大学の新卒
の合格率が高くなっているので
す。東京歯科大学としては十分な
知識を与えて，卒業試験を行い，
歯科医師として十分な能力がある
と思って責任を持って受験させて
いるのです。しかし現状からす
ると，国試合格者は２，０００人弱で
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切っているため，合格点がわから
ないのです。教員も学生も，どこ
までやれば合格するのか予測をた
てるのが難しい。その辺が国家試
験の一番の悩みです。

石井短大学長 去年だったら合格
した点数が今年はその点数では不
合格となり，ほぼ毎年合格率は同
じパーセントとなっています。昔
は国家試験の合格率が年によって
違うのはおかしいじゃないかと言
われました。

井出学長 国家試験の内容は，科
目の領域によって合否が判定され
ます。大学が反省しなければなら
ないのは，入試のときに私立の中
でも優秀な学生を入学させている
ところではありますが，科目に
よって弱いところが出ています。
ある領域が悪いということは，そ
の講座の教え方が悪いということ
が考えられます。これは明らかに
教室力が落ちているということな
ので，教授に対して教室作りを
しっかり行って，後継者をしっか
り育てるように指導しているとこ
ろです。国家試験は，１～２点差
のところで合否が分かれるので，
非常に危機感を持っています。

■大学施設及び機構の現状と
今後について
澁谷副会長 水道橋移転事業も終
わったということで，現状と今後
をお話しいただければと思うんで
すけれども。

井出学長 先月末，水道橋病院の
外来，病棟全ての改修工事を終え
ました。長い間，患者さんやご紹
介くださる先生方にもご迷惑をお
掛けしましたが，これからはきれ

いな診療室で受診していただけま
す。
学内の講座の話をしますと，平
成２９年４月より，歯科保存学講座
を歯内療法学と保存修復学に分け
ました。歯内療法学講座には古澤
成博教授，保存修復学講座には
村松 敬教授に就任してもらいま
した。改めて講座をもう一回固め
ておこうと思っています。歯科理
工学講座は４月１日から服部雅之
教授が就任しました。口腔外科は
教員数が多く，一人の教授では全
員をみることは不可能なので，口
腔顎顔面外科学講座と口腔病態外
科学講座の二つにし，柴原孝彦教
授と片倉 朗教授に就任しても
らっています。人員配置は悩むと
ころですが，きちんと講座を再編
成しなくてはならないと思ってい
ます。大学全体としては講座内の
次の指導者が必要なので，教授会
などでは何度も話をしています。
人を育てるには月日がかかり，５
年，１０年前から先を見越して講座
主任教授が後継者を育ててもらわ
ないと困るのです。若い先生たち
にぜひ頑張ってもらいたいと思い
ます。
今後の教育の話ですが，本学で
は１０年後，２０年後の超高齢社会を
見据えた教育を今やらなければい
けないと考えています。その為に
は，どうしても市川総合病院が必
要であり，病気や障害を抱えてい
る患者さんの対応について，医師
や歯科医師の研修医，看護師や歯
科衛生士が一緒になって勉強する
必要があります。

石井短大学長 日本人ではいま５０
歳代後半が空前に歯が悪い年代で
す。小中高の間に９５％位の人がう
蝕で罹患しており，非常に処置歯

が多いのです。その年代があと２０
年ぐらいで要介護になると，要介
護性歯科疾患が生ずると思われま
す。ほとんどの人が医科疾患を
持っていたりする可能性が高い。
そのため，市川総合病院を中心と
した歯科治療が非常に重要になっ
ています。歯科衛生士の需要が伸
びているのは，そのような事が背
景にあります。今後，それを見据
えて東京歯科大学の歯科医師養成
のビジョンをどう描くかが，とて
も重要な課題であります。

司会 水道橋は，現状では設備的
には一段落ついたということです
が，今後まだ変わるところもある
のでしょうか。

井出学長 西棟の３階にシミュ
レーション室があり，エデュケー
ションシステムのCAD/CAMで
新しいことを学生に教えようと考
えています。単に，削るとか印象
を取るではなく，設計するところ
から学生に教えようとしていま
す。高額な機械ではありますが，
バーチャルで削った感覚が得られ
ることもあり，教育にそのシステ
ムを取り入れていけばいいと考え
ています。

矢﨑会長 千葉の校舎，病院，グ
ラウンドなどは今後どうなるので
しょうか。
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井出学長 千葉病院は，なかなか
黒字化するのが難しい現状です。
現在，数カ月待ちという状況が続
いており，患者さんやご紹介いた
だいた先生方にはご迷惑をお掛け
しています。建物が現在の耐震基
準を満たしていないのも頭の痛い
ところです。もとの駐車場であっ
た約５，０００坪をスーパー等に貸し
て，少しでも収益を上げようとし
ています。学生にとってはクラブ
活動も必要なので，体育館や合宿
棟を整備して，学生のためにも千
葉校舎は使いたいと思っておりま
す。千葉病院は地域医療の拠点で
あるため，今後どうするか非常に
悩ましいところです。

財部副会長 千葉のもう一つの施
設，市川総合病院ですが，重要性
がかなり増してきているように思
います。最近の話題として同窓生
にお知らせ頂けるようなことがあ
りましたらお知らせください。

石井短大学長 市川総合病院は昨
年４月１日に地域医療支援病院の
認定を受けて，病院自体が千葉県
下での基幹病院としてのランクが
上がっています。また，教育にお
いては，スキルスラボにすばらし
いマネキンが入って，コンピュー
ターのプログラムを変えると，目
の前で患者マネキンの病状が急変
するのです。脈拍，心臓の具合が
悪くなった時に，いかに対応する

かを学修できます。ある教育関係
の業者が，このマネキンによる教
育システムはすごいですねと言っ
ていました。

冨山副会長 我々が小さいときは
「末は博士か大臣か」と言われた
時代もあったんですけど，今はど
ちらかというと博士より専門医を
取る流れが，医療の中で結構大き
くなっています。現在，医科か
ら，いわゆる臨床医に対しての専
門医制度を作るという流れの中，
歯科医師会のほうでも専門医の検
討を始めています。大学としての
専門医についての見解を教えてい
ただけませんか。

井出学長 口腔外科，歯科麻酔
科，補綴科，口腔インプラント
科，矯正歯科を中心として，大学
に残った多くの人達が専門医を目
指して研修しています。その為，
６年生には研修プログラムを示し
て大学院に残るか，専修科生で残
るか，レジデントで残るかで，
残った場合は何年後にどういう認
定医や専門医が取得できるのかな
ど，冊子にして配布しています。
本学は研修医を終えた３分の１ぐ
らいが大学院に残りますが，大学
院に残って専門医の資格を取ると
いうことは，歯科の場合は大切で
あると考えています。

司会 我々一般から見ると各学
科，専門医は少々不明なところが
多いですね。

石井短大学長 国民に医療提供を
適切に行うという厚労省等の立場
では，専門性に裏打ちされた医師
が専門的に治療を行うことが望ま
しいのです。一方で学会は学問の

場として作られた自由な研究の集
りです。それを医療提供のために
既存の学会のあり方を変えること
になるので混乱しているものと思
います。

司会 ある程度淘汰されていくの
でしょうか。

石井短大学長 わかりません。結
局厚労省は幾度も失敗していま
す。ホーム医制度，総合医制度
等，国民に医療提供体制を考えて
くるとそういう制度が大事で，そ
の後ろ側に専門医があるはずです
が，学会によってはすごく抵抗し
ています。歯科はそこへ行く前の
議論がなされていません。よく医
科がやるから歯科もという論点で
動きはじめてしまいます。医科の
議論がどこでもめているかよくわ
からないまま歯科にも同じような
ことをしようとすることがありま
す。

早速副会長 先ほど女性，女子の
学生が水道橋に移転してふえたみ
たいなことがございましたし，こ
れからやはり女性歯科医がふえて
いく。そういう中で，男子とは違
うような形での何か進路指導の方
向性とか，そういうふうなものが
あるのでしょうか。また，あと大
学としてそういう女性がふえてき
た場合に，施設等も含めていろい
ろ対応の仕方が変わってくること

会 務
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もあると思うんですけれども，そ
の辺のところはどういうふうに。

井出学長 大学としては男性と女
性で教育方針に違いはなく，男女
共に同等の教育を行っています。
しかし，先程お話にも出ました
が，女性の先生が家庭を持って仕
事を続けていくのは大変なので，
子育てしながら働きやすい環境や
制度を充実させる必要がありま
す。各講座の教授には，そのよう
な現状を踏まえた上で，しっかり
女性の教員を育てて欲しいと思っ
ています。

財部副会長 同窓会の中にも女性
会員の活動推進委員会というのが
ありまして，卒後の女性会員に対
してどのように支援していくか検
討しています。卒業した女性会員
が就職するにあたり，大学の要望
と，受け入れる側の同窓との間で
いずれすり合わせるような時間，
機会があってもいいのかなと思う
んですけれども，いかがでしょう
か。

井出学長 就職先をどこにするか
など大学として関与していません
が，これだけ女性の歯科医師が増
えているので，本当はそれをする
必要があるのかもしれません。ま
た，もっと必要なことは，再教育
ではないでしょうか。女性の先生
が結婚，出産で４～５年診療から
離れていると診療をしなくなって
しまう場合があるため，大学内で
復職支援のような制度があれば職
場復帰というきっかけになるかも
しれないからです。

■短期大学について
早速副会長 今までの専門学校か

ら短期大学に移行して，意義とい
うか，その辺のところをお話しい
ただければと。

石井短大学長 文科省は，専門学
校と短期大学は雲泥の差だと言っ
ています。今回，短期大学の認可
をとるのは本当に大変でした。現
在，約１６５の歯科衛生士の学校が
ありますが，その中で，例えば
CAD/CAMやコーンビームCT，
マイクロスコープなどを見せて体
験させられる学校は１０校あるかど
うかなのです。歯科衛生士教育が
追いついていないのが現状です。
それから前に一度お話ししたよ
うに，今十数項目，歯科衛生士で
あるがゆえに認められている診療
報酬があって，それは知識と技能
に裏打ちされている歯科衛生士を
評価しているわけです。例えば呼
吸ケアチームに歯科衛生士がいた
ほうがいいとされていることをほ
とんど養成所はわかっていませ
ん。このように診療報酬の施設基
準で歯科衛生士が必要とされてい
ることを衛生士教育ではわかって
ないのです。その大きな乖離を改
めて感じました。東京歯科大学短
期大学では，病院や医療も充実し
ているため，歯科治療の最先端を
学ぶことができるのです。

財部副会長 そういった高度な教
育を実施するに当たって，教員の
布陣はどのように選ばれているの

でしょうか。

石井短大学長 副学長には新潟大
学におられた山田好秋先生に就任
していただきました。歯科衛生士
で学位を持って教授職を経験した
衛生士はまだ少ないのですが，千
葉県立保健医療大学で学科長まで
された日下和代先生に教授になっ
ていただきました。学内からは
大多和先生，杉戸先生，菅原先生，
柴山先生に兼務ではありますが，
現在の第一線の先生方に専任教員
として就いていただいています。
入試は推薦で４１名とって，一般

入試が１０名くらいでした。東京医
科歯科大学，新潟大学，千葉県立
保健医療大学，埼玉県立大学，こ
の４大学に受かるぐらいの人が本
学を受験していますが，東京医科
歯科大学とか新潟大学に受かれば
そちらに行ってしまいます。授業
料の問題もあります。また，専門
学校の時とは全くレベルの異なる
学生が受けているということがわ
かりました。ぜひ先生方に短期大
学の受験生もご紹介いただきたい
と思います。

■大学と同窓会の連携について
財部副会長 昨年度，学年代表者
会議とか評議員会，あるいは都道
府県代表者会を，大学のご厚意に
よって大学の施設を使わせていた
だいたということで，恐らく同窓
生たちも特別の思いがあったので
はないかと思っております。やは
り大学と同窓というのは深くつな
がりを持って連携していかないと
いけないと思っておりますけれど
も，特に現在大学が同窓会あるい
は同窓生に対して何か要望される
こと，期待されることが具体的に
ありましたら教えていただきたい
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と思います。

井出学長 卒業した学生に対し，
生涯教育の一環として同窓会や大
学もいろいろなプログラムをつく
り，一緒になって計画を実行する
と良いと思います。大学が水道橋
に戻ってきたので，地方からの先
生方も出やすいのではないかと思
います。卒後研修はありますが，
先程話にも出た復職したい女性の
歯科医師へのプログラムができる
といいのかもしれません。
もう一つは研修医の話です。本
学では１００人以上の研修医を抱え
ています。最低賃金とはいえ１０数
万円を払うので，非常に学校の負
担になっています。同窓の先生方
には優秀な先生が多く，また大学
で全ての研修医を引き受けること
はできないため，ぜひ研修医を受
け入れ，研修医教育に力をお貸し
いただけますと有り難いです。

財部副会長 学会雑誌と同窓会雑
誌が，他校では一つにしているよ
うなところもあると伺ってます。
このことは同窓会の，あるいは学
会の両者がゴーサインを出さない

と先には進めないことですけど
も，同窓会としては一つのアイデ
アとして検討する価値があるとの
考え方があります。学会にこれを
提案したときに，学会の考え方と
してはいかがでしょうか。

井出学長 それは検討に値する内
容だと思っております。専門医の
話の中で出ましたが，専門医をと
るには所属する学会誌に論文を投
稿する必要があるため，近年では
『歯科学報』に学位論文を投稿し
なくなる傾向があります。
初期の『歯科学報』のように同
窓会と一緒になって，同窓会と大
学の広報的な役割を持たせるよう
な雑誌を検討してみるのもいいと
思います。

財部副会長 可能であれば近い将
来，両者からなる検討委員会のよ
うなものを立ち上げて，その可能
性について探っていくような方向
に向ければいいと思っておりま
す。

冨山副会長 先程生涯研修の話が
ありましたが，やはり大学が国家

試験，卒業するまでの教育，その
後社会に出てから，同窓会でのア
カデミアという形があります。そ
れを一体化し，脈々とした形で学
術の道ができれば，当然，東京歯
科大学・同窓会のレベルもより向
上するかと思います。同窓会の中
でも，アカデミアも含めた見直し
をしようという機運が出てきてお
り，大学と協力することにより，
今後非常にいい教育システムがで
きるのではないかと，私は期待し
ております。

井出学長 大学の中には専修科制
度があり，学位は取っても取らな
くてもいいのですが，もう一度勉
強することができます。専修科に
入れば，大学の認証カードが配ら
れ図書館などの施設を使用するこ
とができます。私が所属している
解剖学講座では，学生に交じって
実習にも参加することができま
す。学生の方も，先輩がこうやっ
て勉強に来ているのだから，自分
たちも頑張ろうという意識が芽生
えてくるようです。一度も大学の
講座に残らず研修先に出てしまう
と，立ち寄れる講座がない為なか
なか学校に来にくくなってしまう
ので，気楽に大学に戻ることがで
きるようなプログラムやカリキュ
ラムを作るのが良いと思っていま
す。

矢﨑会長 大学を卒業後に，同窓
会や歯科医師会に加入することと
なりますが，大学から見て，現在
の同窓会や歯科医師会に対して，
今後どのようにしてゆくことが望
ましいと感じておられますか。

井出学長 教育機関と歯科医師会
は対抗するような関係ではなく，
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一体になって取り組まなければな
らないと思います。大学として学
生には，歯科医師会にも同窓会に
もしっかり入りなさいと言ってお
ります。

財部副会長 大学が同窓に対して
協力を依頼している寄付の件です
が，これまでの結果はいかがなも
のでしょうか。また今後，どのよ
うな期待をお持ちでしょうか。

井出学長 寄付にご協力いただき
まして，ありがとうございまし
た。５億の目標に対して，同窓会
で３億，大学内で３億，計６億円
が集まりました。ぜひ引き続きご
寄付をお願いできたらと考えてい
ます。

冨山副会長 来年度の点数改正に
向けて，大学病院としてどういう
部分を充実するべきでしょうか。
大学病院の経営安定と直結する診
療点数はこれから二次医療機関，
三次医療機関の充実のことを考え
た場合に非常に重要な事だと思っ

ております。

石井短大学長 社会保障費・医療
費そして診療報酬については大き
な問題が生じています。消費税の
先送りと医療と介護の報酬の見直
しは，我が国の制度の存続に関わ
るシビアな議論を呼んでいます。
この中で，歯科についてきちっと
した議論がなされることが必要で
すが，どうしても脇に置かれがち
になってしまいます。さらに，歯
科の大学病院を診療報酬上どう評
価するかを俎上にあげることは難
しいと思います。
数年前に，大学病院について手
厚く点数評価がなされたことがあ
りました。病院の評価は入院が中
心となります。この点が歯科大学
付属病院ではハンディとなってし
まいます。病院といっても歯科は
外来患者数の方が圧倒的に多く，
入院に関する医業収入の割合はご
く少ないのです。病院の施設基準
として設置しなくてはならない施
設・設備を医科と同様に用意して
も，患者数が少ないため増収とは

ならず負担の方が増えることに
なってしまいます。
歯科の大学付属病院について，
評価していただきたいのは臨床研
修歯科医についてのことです。こ
の点も，医科と同様に入院につい
て臨床研修病院入院診療加算が設
定されましたが，今言ったよう
に，医科病院と歯科病院との間で
は入院患者数に格段の相違があり
ます。病院においても，歯科の臨
床研修は外来が中心です。また，
歯科診療所も臨床研修施設となっ
ていますが，診療所の臨床研修評
価はありません。
歯科界として，診療報酬と臨床
研修について取り組んでいただき
たいと思います。

矢﨑会長 本日はご多忙の中，両
先生には誠にありがとうございま
した。大学，同窓会が意志の疎通
を図り，更なる発展を目指してゆ
きたいと思っておりますので，今
後ともよろしくお願い申し上げま
す。

会 務
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今年の新進会員のつどいの開催は１１月５日に決定しました。今回はこれまでのアンケートの結果を見直すこ
とから始め，臨床に即した明日からでも使える知識が欲しいという声や，大学で専門的な治療を行っている先
生の話を聞きたいとの意見も頂き，そこに焦点を絞りました。私自身が大学の小児歯科学講座で勤務している
ことから同期や後輩から小児歯科診療について相談を受けることがありますが，その内容はある程度共通して
いるような印象があります。私を含めた多くのビギナーが持つ疑問は同じではないだろうか，そんな考えから
今回の新進会員のつどいでは若い先生が臨床でぶつかりやすい疑問を大学の専門領域を持つ先生方に症例を通
じてご講演いただくことを目的としました。同時に今の技術をワンランクアップできるようなアドバイスもし
ていただけるような内容も盛り込んでいきたいと思っています。テーマは「その疑問，あなただけじゃないで
すよ」です。演者は参加者の皆さんが自分の将来と重ねやすい年齢層の先生方で現在交渉中ですが詳細が決ま
り次第会報でもお知らせしますので楽しみにしていただければと思います。

実行委員会メンバー
木村基善，山田 祥（平成２５年卒）
田中亜生，星野立樹（平成２６年卒）
大村雄介，鷲尾紗裕理（平成２７年卒）
谷口修一朗，深澤俊也，

石 彩記子（平成２８年卒）
小池将人，中里晴香（平成２９年卒）

総 務 ・ 厚 生

「新進会員のつどい」ご案内

実行委員会 委員長 木 村 基 善（平成２５年卒）

前列左から，大村，中里，山田，木村，星野，小池，谷口
後列左から，菅原（旧姓 橋口），野末，石川，鷲尾，山本，佐々木，

菅原

ご参加

お待ちしています！

日 時 平成２９年１１月５日（日）

テーマ 「その疑問，あなただけで
はないですよ！」

12



４５回目となります同窓会主催全国ゴルフ大会は，
ゴルフ委員の方々の多大なるご努力，さらに神奈川
県支部連合会の皆様の絶大なるご支援により，名門
の戸塚カントリー倶楽部で開催されます。皆様よく
ご存じのように，今日まで戸塚カントリー倶楽部で
は多くのプロの名勝負が繰り広げられています。
ここ数年，同窓会全国ゴルフ大会は，比較的参加
しやすい休日での開催と，普段なかなかプレーする
ことが出来ない名門コースでの開催を交互に行って
きました。ベテランの方々にも日本でも有名な素晴

らしいコースで，同窓の方々とゴルフの醍醐味を満
喫することが出来ると思います。また，ゴルフを始
めたばかりの方も，気の知れた同窓の仲間とともに
旧交を温め，一日，美しいゴルフ場で，楽しく過ご
して頂けることと思います。
本年も遠方から，各支部ごと，各種OB会やクラ
ス会ごと，また個人でのご参加を宜しくお願い申し
上げます。皆様と共に，素晴らしい秋の一日を過ご
せることを楽しみにしています。

通信欄

第４５回 同窓会主催全国ゴルフ大会へのご参加をお願い申し上げます

会長 矢 﨑 秀 昭

��������������������������������������キ�リ�ト�リ�線����������������������������������

第４５回 同窓会主催全国ゴルフ大会申込書

所属支部名 氏 名 卒業年度

住 所〒 TEL（ ） －

生年月日
ハンディキャッブ
（プライベートでも可）

参加費７，０００円を添えて申し込みます。

西５番ホール 西７番ホール

総務・厚生
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第４５回同窓会主催全国ゴルフ大会は，神奈川県横
浜市 戸塚カントリー倶楽部にて開催いたします。
当コースは日本を代表する名門コースとして知ら
れ，特に名匠井上誠一設計の西コースは日本オープ
ンゴルフ選手権，日本女子オープンゴルフ選手権，
キャノンオープンなど数々の公式競技が行われた戦
略性と完成度の高いチャンピオンコースです。
会員各位におかれましては奮ってご参加ください
ますようお願いいたします。

開催日時 平成２９年９月２８日 木曜日
会 場 戸塚カントリー倶楽部 西コース

〒２４１－０８３４
神奈川県横浜市旭区大池町２６
TEL ０４５－３５１－１２４１

交 通 車 利 用
横浜新道／川上 ICから約３km
電車利用
相鉄線「二俣川駅」及び，JR横須賀
線「東戸塚駅」からクラブバスがあり
ます。
（詳細は倶楽部ホームページをご参照
ください。）

競技方法 １８ホールスストロークプレイ
（ダブルペリア方式）
乗用カートはございません。
原則歩きでのプレーとなります。

参 加 費 ７，０００円（含パーティー費，賞品代）
その他は個人払いとします。

参加人数 １６０名（先着順）
申込期間 平成２９年７月２０日まで
申 込 先 東京歯科大学同窓会ゴルフ大会係宛

〒１０１－００６１
東京都千代田区三崎町２－９－１８
TEL ０３－５２７５－１７６１

申込方法 参加申込書に所定事項記入の上，会費
７，０００円を添えて，現金書留封筒にてお
申し込みください。
クラス会単位その他のコンペ同時開催に
よる一括申し込みの場合も申し込み時に
必ず全員の参加申込書と会費を添えてく
ださい。
なお，電話での受付はいたしません。

追 記 本大会についての詳細は大会実施要項と
して，参加申込み手続き終了の方に直接
お送りします。その他ご質問お問い合わ
せ等は下記委員にお願いいたします。
中川路健司 TEL ０４８－８６６－４６４５

宿 泊 各自にて，ご手配ください。
◎クラブバスの出る東戸塚駅付近にはホ
テルはございません。横浜駅周辺に宿
泊し JR横須賀線 東戸塚駅からのク
ラブバス利用が便利と思われます。

第４５回同窓会主催全国ゴルフ大会ご案内

クラブハウス周辺

総務・厚生
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同窓会会員章

本年も，卒業生，本学の研修医
を終了された先生方へ同窓会の紹
介を行いましたので，ご報告いた
します。

３月１４日（火） １２２期卒業生への
オリエンテーション
卒業式の前日，１１５名の新入会
員を迎え，新館５階講義室にて行
われました。同窓会総務・厚生部
担当中島常任理事より，挨拶と同
窓会の案内および配布物の確認と
調査表記入についての説明を行
い，同窓会からは同窓会マーク入
りのバッチを，父兄会からはネー
ム印入りのボールペンが記念品と
して送られました。次いで，卒後
初めてのクラス会開催支援や新進
会員のつどい，学年代表者会，
ネットワークなど様々な支援につ
いて案内をしました。また，髙野
常任理事より，卒業生の半数を占
める女子学生に継続就業の大切さ
が呼び掛けられ，学術委員会の

加藤委員からは，同窓会の各種研
修会の案内がおこなわれました。
卒業生は，初めて聞く同窓会の事
業について，同窓会案内を手元に
開きながら，皆熱心に耳を傾けて
いました。

オリエンテーション終了後に
は，クラス代表になった小池将人
先生，中里晴香先生と挨拶をする
ことが出来，今年度「新進会員の
つどい実行委員会」の委員をお引
き受けいただきました。今年度５
回目となる新進会員のつどいは，
卒後５年目までの先生方自身によ
るフレッシュな企画で，つどいを

重点事業へのアプローチ

平成２９年度同窓会オリエンテーションのご報告

クラス代表の小池将人先生

卒業生オリエンテーション 市川総合病院 髙野教授，野村教授と

父兄会からの記念品を手にした卒業生

同窓会のバッチを胸に，新進会員
のつどい実行委員の中里晴香先生
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同窓会案内冊子

千葉病院にて会長の講義

開催します。また，学術委員会で
は，卒直後の先生方を対象とした
研修会や勉強会も企画しており，
東京歯科大学同窓会ならではの豊
富な講師陣と様々な疑問を気軽に
相談出来るアットホームな環境を
整えています。このように，いろ
いろな場面で学生，卒業生と接す
ることで良い関係を続け，同窓会
をより身近なものに感じていただ
ければと思います。

３月１６日（木） 市川総合病院 歯
科医師臨床研修修了者
８名（内他校卒業者１名）
財部副会長より，同窓会の組織
についてのお話の後，広報，ネッ
トワーク関係の案内を行ないまし
た。他校の卒業生でも本学の同窓
会員として研修会などに参加する
ことが可能である推薦会員につい
ての説明も行い，他大学の先生に

も，東京歯科大学同窓会の魅力を
発信していきたいと思います。

３月１７日（金） 水道橋病院 歯科
医師臨床研修修了者
２７名（内他校卒業者４名）

臨床研修医修了式（水道橋病
院）後のオリエンテーションで
は，高橋常任理事より挨拶後，同
窓会についての案内（特にセミ
ナー関係）と，広報委員会より同
窓会の情報をお伝えする会報，
HP，FBについての案内をおこな
いました。

３月２１日（火） 千葉病院 歯科医
師臨床研修修了者
５６名（内他校卒業者３名）
矢﨑会長・宮地副会長が，臨床
教授として講義を行ない，その中
で同窓会の案内を行いました。両

先生の講義は，研修を修了したば
かりの先生のこれからの歯科医師
人生にとって，とても大切な宝物
になるはずです。研修を修了し新
しいスタートに立った先生方が，
両先生の講義を聞くことが出来る
…これこそ，東京歯科大学同窓会
の大きなメリットだと思います。
研修医の先生は，昨年の卒直後
のオリエンテーション時に比べ，
１年間に様々な経験を積み，歯科
医師としても人間としても大きく
頼もしくなったなと感じました。
今年度の卒業生も１年後は，きっ
と顔つきが違っているのだろうな
と，来年のオリエンテーションも
楽しみです。

我が校の卒業生や研修医修了生
は，今後の歯科界を担うとても優
秀な先生たちです。同窓会では，
期待と不安に胸を膨らませ，新た
なスタートに立った先生たちに，
多くのプラスになる情報をお届け
することが出来るように，そして
一人一人の顔の見える身近な同窓
会であるように，しっかりと連携
をとっていきたいと思います。
文責：広報委員会 佐々木葉子

千葉病院にて宮地先生の講義 水道橋病院研修医修了の先生たち

重点事業へのアプローチ
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第１回理事会

平成２９年２月２５日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３０名
議長 矢﨑会長

会 長 挨 拶
日本歯科医師会会長予備選挙が行われ，同窓会が
支援した現職の堀会長が信任された。日本学校歯科
医会は，会長選挙に同窓の川本先生が立候補し，３
月１日の選挙結果に期待しているところである。ま
た和歌山では，昭和５０年卒・中西先生が同窓として
１００年ぶりに和歌山県歯科医師会長に当選した。本
部としても支援していきたい。
同窓会の最大の課題は若手支部会員の減少であ
り，共済制度の改革などで会員負担を軽くすること
により，支部の活動の活性化を図りたい。
４月の移動理事会では，熊本地震復興の現状を認
識し，今後災害が起きた際に同窓会としてどのよう
な支援が出来るのか考えるとともに，執行部と熊本
県支部各位との懇親も深めたいと考えている。
大学では国試，入学試験，短期大学の開学など行
事が重なるが順調に運営されており，こちらも引き
続き支援していきたい。
評議員会まであと９カ月，一致団結してご協力を
お願いする。

黙 祷
岡山県支部・近常良孝氏はじめ１３名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２９年１月２６日から１２月２８日までの日程を報
告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①推薦会員退会願いについて
１件報告。②地域支部連合会長交代について１
件報告。③支部長交代について２件報告。④支

部長退任時の感謝状ならびに記念品の贈呈につ
いて２件報告。⑤逝去会員について，規定によ
り弔慰共済金を支給した旨の報告。⑥罹災報告
が４件提出され，罹災共済金を支給する旨の報
告。⑦母校「水道橋校舎施設設備整備資金寄付
金」申込状況報告。⑧会務運営協議会報告。⑨
新進会員のつどい実行委員会報告。⑩女性会員
活動推進委員会報告。⑪同窓会オリエンテー
ション開催について。⑫母校病院診療録指導委
員会委員推薦人事を報告。⑬個人情報漏えい保
険の契約更新を報告。⑭母校平成２８年度Elec-
tive Study Programへの支援を報告。⑮会長
賞選考の現状報告。
⑵ 会計部：①地域支部連合会学術講演会助成金
の支出について１件報告。②支部・地域支部連
合会学術講演会講師派遣交通費の支出について
４件報告。③事務職員の昇給について報告。④
支部からの平成２８年度会費・共済負担金納入状
況報告。⑤東京歯科大学第１２２回卒業証書授与
式祝金について報告。⑥平成２９年度１月末現在
現状報告。
⑶ 渉外部：①渉外委員会報告。
⑷ 広報部：①広報委員会報告。②ネットワーク
小委員会報告。③同窓会HPアクセスレポート
報告。
⑸ 事業推進部：①学術委員会報告。②TDCア
カデミア２０１７受講申込状況報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
北海道・戸田理事，東京・山口理事，信越・阿部
理事，近畿・稲野理事より報告。

協 議 事 項
１）新進会員のつどい実行委員会委員の委嘱につい
て協議の結果，会長一任。
２）都道府県代表者会・評議員会の問題点について
協議の結果，承認。
３）平成２８年度都道府県代表者会であげられた意見

理事会のうごき
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について各地域選出理事より意見を伺い協議，承
認。
４）平成２８年度評議員会であげられた意見について
協議の結果，承認。
５）平成２９年度「評議員会・都道府県代表者会」の
日程について承認。
６）平成２９年度「学年代表者会」の開催について承
認。
７）「第５回新進会員のつどい」の日程について承
認。
８）叙勲・褒章受章者に対する支部としての対応に
ついて協議の結果，現状の取り扱いとすることを
承認。
９）会費未納者への対応について各地域で意見を聴
取していくこととし，継続審議。

１０）同窓会・会員間の連絡方法の見直しについて継
続審議。

１１）共済制度の見直しについて協議の結果，継続審
議。

１２）同窓会事業改革の検討について継続審議。
１３）東京歯科大学短期大学歯科衛生学科開学記念
フォーラムについて講師派遣と人選について会長
一任。

１４）東京歯科大学短期大学開学記念式典・記念祝賀
会の祝金について承認。詳細は会長一任。

１５）卒後研修の３つの勉強会について協議の結果，
承認。

第２回理事会

平成２９年４月１５日（土）午後５時
於 山鹿温泉・清流荘 会議室
出席 ２８名
議長 矢﨑会長

会 長 挨 拶
移動理事会にご参加いただき，感謝申し上げる。
先ほどまで，熊本城の地震の被災状況を視察し，
熊本県支部の河野支部長に経過をご説明いただき，
意義のある移動理事会となっている。
本日の協議題では若手の会員のための機構改革，
共済制度の見直し等の項目がある。よろしくご協議

をお願いする。
大学では今年度も，国家試験で優秀な成績を収め
た。引き続き連携を密にしてゆきたいと考えてい
る。東京歯科大学短大の募集も今年度は定員を上
回ったが，来年度以降も引き続きご協力をお願いす
る。
本日も実りある理事会としていきたい。

黙 祷
練馬支部・杉浦 勲氏はじめ４名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２９年４月１日から１２月２８日までの日程を報
告。
２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①支部長交代について２件報
告。②支部長退任時の感謝状ならびに記念品の
贈呈について１件報告。③逝去会員について，
規定により弔慰共済金を支給した旨の報告。④
母校「水道橋校舎施設設備整備資金寄付金」申
込状況報告。⑤会務運営協議会報告。⑥総務・
厚生委員会報告。⑦新進会員のつどい実行委員
会報告。⑧女性会員活動推進委員会報告。
⑵ 会計部：①支部・地域支部連合会学術講演会
講師派遣交通費の支出について１件報告。②地
域支部連合会ゴルフ大会カップ代の支出につい
て１件報告。③平成２９年度３月末現在現状報
告。
⑶ 渉外部：①渉外委員会報告。②東歯関係日歯
役員・代議員と同窓会役員懇談会報告。
⑷ 広報部：特になし
⑸ 事業推進部：①学術委員会報告。②TDCア
カデミア２０１７受講申込状況報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
東北・田島理事，関東・大野理事，北陸・野田理
事，四国・沖理事より報告。

協 議 事 項
１）学年代表者会の進行・協議題について承認。詳

理事会のうごき
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平成２９年度移動理事会（熊本視察）

熊本地震から１年

東北地域支部連合会選出理事 田 島 守（昭和４４年卒）

細は会長一任。
２）共済制度の見直しについて総務厚生委員会から
提出予定の答申を待ち継続審議とし，最終的には
１１月１９日開催評議員会に議案として提出する予定
を承認。一部訂正等は会長一任。
３）若手会員の支部加入対策について協議，継続審

議。
４）同窓会事業改革の検討について進め方を協議，
承認。詳細は会長一任。
５）母校歯科学報と同窓会報統合などの可能性につ
いて大学と検討する方針を協議，承認。

熊本大地震から１年が経過しました。最近では県外で報道されるニュースも次第に少なくなり，被災地
での復旧・復興は順調とつい思ってしまいがちです。同窓会では，全会員のご協力のもと熊本支部との密
なる連絡をとり，不十分ながら同窓会として支援を行ってきました。
震災１年を機に同窓会理事会では復興・復旧の現状そして被災された方々の気持ちなどを地元の先生と
親しく懇談し伝えてゆこうと考え，熊本での移動理事会を開催しました。
以下は，地域選出理事である田島，戸田，田部の各先生にお願いしまして，視察記事を執筆いただきま
した。１年経過した熊本の現状報告です。

本年度第２回理事会は昨年の熊
本地震の視察・見舞ということで
熊本県における移動理事会となっ

た。４月１５日，各地より福岡空港
に集合し，ただちにバスで今回の
視察の目的地のひとつである熊本

城を訪れた。天守・櫓の屋根瓦や
鯱も落下し，石垣は崩落し長塀も
１００Mにわたって倒壊している惨

理事会のうごき
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熊本視察（移動理事会開催）

北海道地域支部連合会選出理事 戸 田 徳 和（昭和５０年卒）

状が見られた。昨年４月の１４日と
１６日震度７が２度連続して襲った
という前例のない今回の地震の大
きさが実感された。犠牲者は直接
では５０人，車中泊などによるエコ
ノミークラス症候群や転院・移動
中などの関連死が１７０人に及ぶと
いう。避難者は最多で１８万人を超
え，現在もなお全壊や半壊，一部
損壊の建物の修復は進んでないよ
うだ。復興はこれからだ。
理事会は山鹿市の清流荘で行わ
れた。続けて懇親会に移り河野
生司支部長以下４名の会員による
熱い歓迎と現況説明があった。現
況説明では震災後１０日の時点，及
び現在の時点（２９・３・３１）にお
ける被害状況のアンケート調査結
果，新聞の切り抜き，震源地の地
図などを丁寧に小冊子にして解説
していただいた。
１年前の熊本地震発生時，宮城
県支部ではただちにささやかでは
あったが御見舞を差し上げた。東
日本大震災の時受けた暖かいご支
援のお返しとなにより被災した会

員の心に寄せたものであったが，
この時河野支部長からすぐに返礼
があり，震災１０日後の会員の被災
状況について詳しい報告をいただ
いた。会員の安否，診療室の損傷
（建物自体，内装，外壁，診療器
具，ライフラインなど），自宅の
状況，などに関するものだった。
被害は県央（震源地の益城町，近
隣の熊本市）に集中しており会員
の中でも特に被災のひどい何人か
についてはそれぞれ詳しい状況の
説明が掲げられていた。当時は心
配したものだが今は皆被災を乗り
越え頑張っていられるようで心強
い限りである。今回も河野支部長

には熊本城視察から同行していた
だき改めて御礼を申し上げたい。
日本は地震の多い国だ。特に東
日本大震災の後各地で多発してい
るようだ。宮城県でも東日本大震
災の前にもなんども宮城県沖地震
（２００５，２００３，１９７８）が発生した。
その都度同窓会からは共済の給付
を受けたが，実際は支援金という
形でこれよりはるかに多額の援助
金を受けることになった。災害が
絆を強めたといえるかもしれな
い。今後も移動理事会などを通し
て会員との積極的な交流を図って
いかれればと思う。

まさに桜前線に呼応し，４月１５
日（土）に移動理事会を兼ね，地
震から一年経った熊本を訪問し
た。
役員２８名，事務職２名，全国各
地域から福岡空港に集合，河野
生司熊本県支部長（昭和５６年卒）
が合流され，チャーターバスにて
九州自動車道を経て熊本市へ向か

う。気温２６度と初夏を思わせる温
かさに列島の地域差を感じる。途
中，車窓から震災の爪痕は全く見
受けられず，すでに復旧されたか
と思わせる光景。熊本市内に入
り，雄大豪壮な「熊本城」が視界
に飛び込んでくる。しかし，そこ
に並列する巨大なクレーンの構図
は，まさに地震の記憶を呼び戻す

ものであった。およそ３０分，堀の
外から熊本城を視察。崩壊した石
垣に寄り添う満開の桜は，まさに
「大和心」。４００年前に築城以来，
幾多の災害に見舞われるも修復保
存を繰り返し，克服してきた歴史
は，再び「熊本のシンボル」を甦
えるのを信じて歩んできた熊本県
人の心意気。城修復にともなう

理事会のうごき
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熊本視察にて思うこと

九州地域支部連合会選出理事 田 部 和 彦（昭和４３年卒）

日々の変化は２０年後，全面復興へ
の励みとなるのでしょう。
宿泊は明治４１年創業の山鹿温泉
「清流荘」，到着早々，理事会開
催，協議事項は今年度の懸案事項
「共済制度改革案」の検討。早急
に着替えを済ませ懇親会場へ。地
元女子高校生による「山鹿灯篭踊
り」をご披露いただく。懇親会か
ら新たに熊本県支部会員である山
鹿市開業の平井淳也先生（平成３
年卒），現状報告の資料を作成し
ていただいた熊本市開業の緒方
裕士先生（平成１０年卒），最も被害
が甚大だった益城町開業の矢毛石
康男先生（平成２０年卒）をお迎え
し，宴に先立ち河野支部長から資
料を基に「熊本地震現状報告」を
していただきました。会員４０名
中，診療室の修復完了１１件，修復
途中５件，本人の怪我，軽症４

名。また新築５ヵ月で震災に見舞
われ自宅全損，診療室半壊となり
現在も修復途中である矢毛石先生
ご本人から，この一年の厳しい状
況をお話していただいた。途中，
一瞬絶句された状況に，我々も胸
が痛む。会場から「がんばれ」と
大きな励ましの声がかかる。想像
を絶するご苦労を経験されたので
しょう。せめて酒席の中で一時で
も同窓の繋がりを感じていただけ
ればと思う。
翌１６日（日），朝のテレビ番組

では各局共，震災後一年の復興状
況にスポットをあてた取り組みを
放映していました。地域以外では
知りえない情報は地元に足を運ん
だ結果の得難いものです。再び九
州自動車道を経由し柳川へ。校歌
の作詞者，北原白秋の生家を復元
した記念館を訪問。その一角にあ

る白秋作詞の校歌を展示した資料
室には，およそ全国１００校に及ぶ
資料が展示され，母校「校旗は燦
たり」の譜面もガラスケースの中
に鎮座。平成３年に編纂された
「東京歯科大学百年史」に校歌制
定にかかわる苦難の経緯が記載さ
れていますので，ご一読下さい。
熊本県における移動理事会の全行
程を終え，福岡空港にて散開。
一年前の４月１４・１６日に発生し
た熊本地震。観測史上初めてと
なった，同一地点で二度にわたる
最大震度７。現在までの余震回数
は４０００回を超えている。罹災され
た方々には，この先も厳しい生活
が強いられることは予測できま
す。支援金のみならず，現地視察
により地域の現状を再認識し，永
く思いを共有することが必要と実
感した移動理事会でした。

今回の理事会の視察旅行は，熊
本に行きました。福岡空港に集合
してバスにて熊本へ。

震度７を２度観測した熊本地震
は，２回目の激震の本震から，１６
日で１年。建物倒壊などによる直

接死が，「前震」を合わせ，県内
最多の２０人に上った益城町には，
行く事が，困難との事でした。道

理事会のうごき
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路や鉄道などインフラ復旧は途上
で，多くの被災者は住まい再建を
見通せていないとの事。自分に置
き換えてみると，年齢的に新築は
あきらめて，仮設住宅か，借家に
決めて，元気なく余生を送る事で
しょう。
熊本城には，バスを降りて見学
した。熊本地震で被害を受けた熊
本城で，天守閣の最上部を貫くよ
うに鉄骨が設置されていた。復旧
工事の足場設置のためで，大型ク
レーンを使い，１８mぐらいの鉄骨
を「大天守」の展望室の中に通し
たとの事。昔の奇麗な熊本城に，
早く戻って欲しい。１６３年前には
海溝型の大地震である安政東海地
震の３０時間後に，安政南海地震が
起きたとの事。地震の活動期に
入った現在の日本では，熊本地震
のような直下型地震は，どこで起
きても不思議ではないとの事。同
様のケースには常に備えるべきだ
と新聞・テレビでは云ってるけ
ど，個人的には難しいと思う。県
市町村が防災対策のマニュアルを
作り実行してもらいたい。
熊本地震では多くの被災者が余
震への不安などから，車中泊を続

けた。行政の支援が行き届かず，
身体的な負担により亡くなる震災
関連死も発生したとの事。悲しい
事です。
他県から多数のボランティアの
人的支援を，テレビで拝見します
と日本も捨てたものではないです
ね。一方で東北地方の復旧はテレ
ビで見ると遅いのでは，復興相の
失言辞任で，東北地方・熊本の被
災者の皆様の気持ちを思うと残念
だ。新聞によると，復旧業務に携
わる技術職員の確保に苦心してい
る。行財政改革で自治体の職員が
全国で減る中，東日本大震災の被
災地支援もあり，応援職員の供給
が需要に追いつかない。南海トラ
フト巨大地震への危機感がある。
若い頃は，先輩の方から，今の

若者はと苦言を呈されたものだ
が，私も高齢者になり，昔の先輩
と一緒である。昔の家族は，祖父
母から孫まで同じ家で暮らしてい
るのが普通で，怒られ，可愛がら
れ，色々学んできた様に思う。又
近所付き合いや色々な友達との関
係も自然で，あの子供は，誰々さ
んの処の子だと分っていた。我が
家の子供は，仕事は一生懸命だ
が，友達や近所との付き合いは余
り感じられない。これも戦後の核
家族のせいであろうか。これでは
震災の時，助けたり，助けられた
りは無理であろう。日頃から，
色々の付き合いの大切さを覚えて
もらいたい。

理事会のうごき
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第１８４回日歯臨時代議員会１日
目の３月９日（木）の午後６時よ
り飯田橋のホテルメトロポリタン
エドモント３階「マジソン」にお
いて東歯関係日歯役員・代議員と
同窓会役員との懇談会が開催され
ました。
出席者は，東歯関係の日歯役員
３名，日歯代議員１９名，都道府県
歯会長５名，同窓会役員１７名，同
窓会渉外委員会より２名，そして
ご来賓として母校の矢島安朝学長
代理・水道橋病院長，白須賀貴樹
衆議院議員，島村 大参議院議
員，日本歯科医師会の堀 憲郎会
長，日本歯科医師連盟の高橋英登
会長と次期日本学校歯科医会会長
予定者の川本 強先生がご列席く
ださいました。
同窓会の佐々木眞澄常任理事の
司会進行で，澁谷國男副会長が開
会の辞を述べ，まず矢﨑秀昭会長
より，「日本歯科医師会次期会長

予備選挙の信任投票において，堀
憲郎先生が信任された。このこと
にあたり東京歯科大学同窓会とし
ては，全国の同窓選挙人に対して
堀 憲郎先生への全面的な支持と
協力をお願いした。また，先日の
日本学校歯科医会会長予備選挙に
おいては，同窓の川本 強先生が
見事当選された。将来的に歯科界
のニューリーダーを同窓より輩出
できるように心より願っている。
母校においては今春短期大学も開
学する，今後とも母校と同窓会に
対する同窓の益々の協力と支援を
宜しくお願いしたい。」との挨拶
がありました。
つづけてご来賓の矢島安朝学長
代理・水道橋病院長，日本歯科医
師会の堀 憲郎会長，日本歯科医
師連盟の高橋英登会長，白須賀
貴樹衆議院議員，次期日本学校歯
科医会会長予定の川本 強先生よ
り，それぞれ来賓挨拶を頂戴いた

しました。
つぎに，日歯役員挨拶として
高野直久常務理事，小林慶太常務
理事と山崎安仁理事より，それぞ
れご挨拶を頂戴しました。
この後出席者の紹介を行い，つ
づけて同窓会の大山萬夫顧問のご
発声で乾杯しました。この後は会
食をしながら会を進行しました。
まず同窓会の会務報告を臼井
文規専務理事が報告を行い，その
後ご出席頂いている日歯代議員，
都道府県歯会長全員より近況報告
とスピーチを頂戴いたしました。
会は終始和やかな雰囲気の中進
行し，終盤に所用のため遅参され
駆けつけられたご来賓の島村 大
参議院議員からご挨拶を頂戴し，
最後に鳴神保雄顧問の指揮により
全員で校歌を斉唱し，閉会の挨拶
で終了しました。

３月１日（水）に平日の昼間に
もかかわらず同窓会長をはじめと
した関係者各位が見守る中，次期
日本学校歯科医会会長予備選挙に
おいて，現在東京都学校歯科医会

会長の川本 強先生（昭和４４年
卒・江戸川支部）が見事当選され
ました。同窓一同，先生の今後の
益々のご活躍を期待し応援してま
いりたいと思います。

東歯関係日歯役員・代議員と同窓会役員との懇談会

渉 外

次期日本学校歯科医会会長予備選挙当選
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東京歯科大学同窓会と日本大学歯学部同窓会は連携事業として，若手の先生方を対象とした講演会を開
催致しております。歯科界全体の同窓会を盛り上げるための「若手支援セミナー」も今年度で４回目の開
催になりました。若手の同窓の先生方が，患者さんの信頼を得て，臨床に長く携わる上で大切なこと，ま
た広い見地を持つドクターを目指すためには何が必要かなどをお伝えできればと考えております。
出身校や卒業年にかかわらず受講料は無料です。臨床研修医はもちろんのこと診療室にご勤務されてい
る先生方にもご案内いただきますよう，ご高配のうえ多くの先生方のご参加をお待ち申し上げております。

日 時：平成２９年１０月２２日（日）１３：００～１７：００（受付開始１２：３０）
場 所：日本大学桜門会館（東京都千代田区五番町２－６）
受講料：出身校・卒業年にかかわらず無料
定 員：１５０名（先着順）

～講演内容～
① 「若手歯科医師に伝えたい小児歯科治療の考え方」
新谷誠康先生（東京歯科大学 小児歯科学講座 教授）
１３：１０～１４：４０

② 歯周治療をマスターする －きほんのき！－
伊藤公一先生（日本大学 特任教授）
１５：００～１６：３０

事 業 推 進 部

第４回 若手支援セミナーのお知らせ
主催 東京歯科大学同窓会・日本大学歯学部同窓会

第４回若手支援セミナー（H２９ １０／２２ １３：００～１７：００）Fax 事前登録用紙
フリガナ 大学
お名前 昭和・平成 年３月卒

ご住所（自宅） 〒

電話番号 Fax

ご住所（勤務先） 〒

電話番号 Fax

��������������������������������������キ�リ�ト�リ�線����������������������������������

新谷誠康先生 伊藤公一先生

☆申し込み方法：
下記の申し込み用紙にご記入のうえ，１０／１２までにどちらかの
事務局宛に FAXをお送りください。それ以降は当日お越しくだ
さい。
・東京歯科大学同窓会事務局 Fax ０３－３２６４－４８５９
・日本大学歯学部同窓会事務局 Fax ０３－３２９４－２８００
※出来るだけ事前登録をお願いします。受講票はありません。

会場はこちらです。

～会場アクセス～
・JR『市ヶ谷』駅下車 徒歩２分
・都営地下鉄新宿線／東京メトロ有楽町線／
南北線『市ヶ谷』駅下車 ３番出口徒歩１分

・駐車場はありません。
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平成２９年４月２３日東京歯科大学
本校舎１３階にて ２０１７ TDCア
カデミア 卒後研修 ベーシック
セミナー「歯周炎の患者さんにつ
いて考える」～病態の把握から～
が行われました。年度代わりの忙
しい中８０名を超える研修医の先生
方が受講されました。

セミナーに先んじて，本年度の
卒後研修セミナー開校式が行わ
れ，矢﨑秀昭同窓会会長，早速
晴邦副会長，臼井文規専務理事，
加藤賢佑学術委員長が列席され，
矢﨑会長より受講生に向けてこれ
から歯科医師としての心構えにつ
いてお話いただきました。

石川一磨先生より本日ディス
カッション予定の症例紹介のの
ち，口腔内写真とレントゲン写真
から歯周ポケットの深さを予測す
る実習が行われました。

各班に分かれグループディス
カッションが行われました。

学術委員による模擬ディスカッ
ションを行った後，石川先生より
ディスカッションの症例の解説が
ありました。

最後に木暮隆司先生より本日の
まとめとして歯周病長期症例の解
説をしていただきました。

まとめ
○歯周炎は多因子が係り様々
な病態を呈し，それを把握
するには多くのデータを集
め統合整理する必要があ
る。
○治療に必要な検査と患者の
病態を知り，その治療に専
念する。
○生活習慣病でもあるので病
態は必ず変化し，対応に追
われることも多く，その際
資料を記録しておけば，そ
の経過が多くを語ってくれ
る。
何よりもその経験が先生方
の技量を上げる。

（取材・広報部 横田東生）

TDCアカデミア ２０１７ 卒後研修 ベーシックセミナー

「歯周炎の患者さんについて考える」
～病態の把握から～

卒研リポート

事業推進部
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去る平成２９年３月１５日（水）午前
１０時から水道橋血脇記念ホールに
於いて，第１２２回卒業証書授与式
が行われた。今回も昨年に引き続
き，卒業式に先立ち大学院の修了
式が執り行われ，櫻井 薫大学院
研究科長より今年度修了の３９名の
大学院生を代表して歯周病学講座
の青木栄人大学院生に修了証が授
与された。
引き続いて司会の佐藤 亨学生
部長の開式の辞に続き，参列者一
同の「君が代」の斉唱で，卒業式
が開式された。
まず一戸達也副学長から「現
在，本学に在籍する学生は，８４７
名であります。これらの学生の教
育については，専任者として教授
５７名，准教授４３名，講師７４名，助
教１１３名の合計２８７名，このほかに
臨床教員，客員教員，嘱託教員お
よび非常勤講師の合計６４５名，合
わせて９３２名が担当しております。
本日，第１２２回卒業証書授与式に
おいて卒業証書を授与される者
は，前記在籍者のうち１１５名であ
ります。これを大学設置以来の卒
業生と合わせますと９，０８７名，専
門学校設置以来の卒業生と合わ
せますと１５，１００名となります。な
お，高山歯科医学院創立以来の卒
業生を通算しますと，１５，３９１名と
なります。」旨の学事報告の後，
片倉 朗教務部長の呼名により卒
業生一人一人が起立し，井出吉信
学長から卒業証書が授与された。

続く褒賞の授与では，学長賞，血
脇賞，井上 裕賞，精励賞，卒業
論文賞が授与された（受賞者は文
末に記載）。
井出学長からの告示では，「今

この血脇記念ホールに立つ１２２期
生の一人一人に卒業おめでとう，
と祝福の言葉を伝えられることを
学長として大きな喜びを感じま
す。そして，今日までこの卒業生
達を見守り，励ましてこられた保
護者の皆様に心よりお祝い申し上
げます。これまで皆さんは東京歯
科大学の６年間に及ぶ膨大な講義
や数々の実習からなる濃密な充実
したカリキュラムを全てやり遂げ
てきました。国家試験の合格の確
信を胸に，今後歯科界を牽引する
リーダーとなる皆さんを送り出す
ことが出来ることを，大変誇りに
思います。東京歯科大学の水道橋
移転は，計画から１０年の歳月を経

て，西棟の完成とこの４月の東京
歯科大学短期大学歯科衛生学科の
開幕をもって歴史に残る大プロ
ジェクトが完了致します。皆さん
は６年前，稲毛の千葉キャンパス
の講堂で入学式に臨み２年間を千
葉キャンパスで過ごした最後の学
生です。そして，水道橋で真新し
い新館校舎で学び全面改修となっ
た，最新の医療機器と機能的な設
備を誇る水道橋病院で臨床実習を
行うことが出来ました。まさに，
東京歯科大学創立１２０周年記念事
業によって生まれ変わってゆく大
学を目の当たりにした学生です。
日本は今，平均寿命が延び続け少
子化と急速な高齢化の流れの中
で，２０２５年問題に象徴されるよう
な超高齢化社会へと向かってお
り，この現状から日本老年学会な
どが高齢者の定義を７５歳以上に引
き上げるべきだと提言していま

母 校 だ よ り

第１２２回 卒業証書授与式
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す。このような急速な社会構造の
変化に柔軟な対応をするために皆
さんはこれから一人一人，歯科医
として臨床の現場や歯科医学の研
究領域で，これまでとは比較にな
らないほどの実践的な知識と最新
の技術を習得し学び続ける姿勢を
持たなくてはいけません。全ての
勢力に共通するタンパク質のリサ
イクル機構であるオートファー
ジーを発見し，２０１６年のノーベル
生理学賞医学賞を受賞した大隅
良典先生は生命現象には分かって
いるようで，何も分かっていない
ことが沢山ある。ひとのやらない
ことをやるのが私の推進力だと
語っています。東京歯科大学を卒
業する皆さんには新しいことに
チャレンジし続ける力がありま
す。伝統とは改革の連続の中で行
われてゆくものです。１２７年の歴
史を受け継ぎながら，ぜひ自分自
身の可能性を信じて日々の努力を
積み重ねていって下さい。その先
には必ず輝く未来があるのですか
ら。」と述べられた。
続いて水野理事長からは，「卒
業生の皆さん本日はご卒業おめで

とうございます。そしてまたご父
兄の皆様方におかれましても，本
当に心からお祝いを申し上げま
す。今日，大学を卒業して歯科医
師として第一歩を踏み出すわけで
す。これからの歯科界について私
の経験から，まず積極的に医療に
関心を持ち，他人と比較せずマ
ニュアルを越えて自分を作るとい
うお話しをさせて頂きます。人の
最大のストレスは，肉体的には痛
みであります。そして，また精神
的には孤独であります。私たち医
療人は，このようなストレスを持
つ患者達を相手にした大変難しい
仕事であります。しかし，はじめ
から何もすぐ出来る人は居ませ
ん。従って積極的に関心を持って
身に付けることが大事であり，非
常にやりがいのある仕事だという
ことであります。今日まで，学生
生活という共通の時間で進んでい
ました。これからは人によって進
む時計の針の速度は異なります。
他人の時計を見ず，自分の時計だ
けを見て下さい。必ずブレイクス
ルーする時が，どの人にも現れま
す。他人と比較をして物事を考え

ず，自分は自分らしくすることが
大切だと思います。本学の建学
者，血脇守之助先生は，歯科医で
ある前に人間たれと，歯科医師と
しての人間性を大切にしていま
す。人間性の根幹をなすものはコ
ミュニケーション能力でありま
す。皆様方，スーパーマーケット
症候群，コンビニ症候群というの
をご存じでしょうか。スーパー
マーケットあるいは，コンビニで
は自分の買いたい物を選びレジへ
行く，支払い金額の総額が示され
たカードでかざして精算をしま
す。店員さんはマニュアル通り話
して仕事を終えます。買い物客
は，一言も発せず店員さんはマ
ニュアル通り応答すれば生活が出
来るわけであります。同じ相手は
人です。我々医療に携わる者は，
話さずにマニュアルだけで仕事を
することは出来ません。店員さん
は，マニュアル通りに応対してい
ればスムーズに仕事が出来，満足
感はあります。しかし，感動はあ
りません。ある物事に深い感銘を
受けてすごく心を動かされること
が，感動であります。医療人はマ
ニュアルを越えて感動を，と私は
言いたいのであります。偶然送ら
れるのが感動である。それが本物
だというように思いますが，感動
というものは，作られるものであ
るというように思います。今日の
卒業式においても，感動は作られ
ているのです。そしてこれから医
療人としての生活の中には，是非
とも心が動かされる感動を作って
いって欲しいと思います。最後
に，積極的に医療に関心を持ち，
他人と比較をせず，マニュアルを
越えて感動ある人生を送って下さ
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い。」と祝辞を述べられた。
続いて矢﨑同窓会長が，「本日
ここに，第１２２回の卒業証書授与
式にあたり，卒業生ならびに今日
まで深い愛情をもってお育て賜っ
たご父兄の皆様に，東京歯科大学
同窓会を代表して心からお祝い申
し上げます。今日歯科大学のおか
れる環境は，長年にわたる日本の
社会や歯科医療体制から，大変厳
しい状況となっております。その
ため歯科大学の学生さんや教職員
の皆様には，日頃から多大なる負
担がかかっております。このよう
な状況を見事に乗り越え栄えある
卒業式を迎えたこととなりました
卒業生の皆様の，そして保護者の
方々に心からお祝い申し上げま
す。本日より卒業生の皆様は，母
校東京歯科大学と同様に日本の歯
科大学において最も長く，さらに
輝かしい伝統と歴史を誇る東京歯
科大学同窓会の会員となります。
我々同窓会員は皆様の入会を心か
ら歓迎し，今後の活躍を大いに期
待しております。東京歯科大学同
窓会は，１２２年前の明治２８年本学
の建学者である血脇守之助先生
が，歯科医師は生涯にわたる研鑽
と，共に助け合い人間性を高める
必要があるとして，同窓会の前身
となる院友会を創設されました。
それ以来，多くの同窓会会員が日
本の歯科界のリーダーとして多方
面で活躍されております。本学全
ての卒業生は，将来にわたり同窓
会会員となります。東京歯科大学
の前身である高山歯科医学院以
来，卒業生は一万五千余名とな
り，現在九千百余名の同窓会員が
北海道から九州まで全ての都道府
県の同窓会支部に所属して，地域

の人々の保健活動や我が国の歯科
医療の発展のために多大なる活躍
をされております。血脇先生は，
同窓会を単なる会員の親睦団体と
して創設したのではなく，生涯に
わたる歯科医学の研鑽や研究を最
大の目的としておりました。その
設立の目的に沿って，同窓会は長
年にわたり継続して同窓会卒後研
修セミナーを開催し同窓会員だけ
ではなく，日本の歯科医療の発展
のために多大なる貢献をしてきま
した。同窓会は現在創立１２０周年
を記念して同窓会アカデミア構想
を立ち上げ，未来の日本の歯科界
や同窓会を担う人材の育成を目的
として，多方面の活動に取り組ん
でおります。卒業生の皆様には積
極的にこの同窓会アカデミアにご
参加賜り，歯科界のリーダーとし
て活躍されることを心から期待し

ております。現在卒業して５年目
からの会員は新進会員となり，会
費の負担軽減や，さらに新進会員
のために毎週のように勉強会など
を開催し，若手の会員の臨床や研
修の支援を行っております。さら
に新進会員のつどいなどを開催
し，大学や同窓会そして新進会員
同士の親睦や連携を図っておりま
す。卒業生の皆様の輝ける未来
と，母校東京歯科大学の益々の発
展，そして本日ご列席の皆様方の
ご多幸を祈念し，祝辞とさせて頂
きます。」と祝辞を述べられた。
続いて在校生を代表して下山
圭太君（５年生）から送辞，卒業
生を代表して小澤範宏君が答辞を
述べた後，出席者全員で校歌を斉
唱し，厳粛かつ感動的な卒業証書
授与式が閉会となった。

受賞者一覧
学 長 賞：小澤範宏
在学中の学業成績が最も優秀である者。

血 脇 賞：添田 萌，小池将人，舘岡 萌，黒木 良
在学中の学業成績が優秀である者。

井上 裕賞：小池将人
在学中の社会・学生生活における活動が顕著であり，併せて学
業成績が優等である者。

精 励 賞：小池将人，富澤桃子，中里晴香，藤関聡子
鷲巣友衣子，野中一穂，原 みず穂
阿部かう子，南里綾乃，中條敬介

在学期間中精励した者。

卒業論文賞：小池将人，齋藤菜月，倉澤 馨，太田大聖
加藤栄助，阪上隆洋，瀧上 裕，荻原光博

提出した卒業論文が審査の結果優秀である者。
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去る平成２９年４月５日（水），午
後１時より，水道橋校舎新館の血
脇記念ホールにおいて，平成２９年
度東京歯科大学入学式が行われ
た。佐藤 亨学生部長の司会進行
のもと，まず校歌ならびに国歌
「君が代」の斉唱が行われた後，
片倉 朗教務部長が新入生・編入
生一人一人の紹介を行った。
その後，井出吉信学長から以下
のような訓辞があった。「ご入学
おめでとう。東京歯科大学は新入
生の一人一人を大切な仲間として
心から歓迎致します。また，保護
者の皆様におかれましては，東京
歯科大学を代表して心よりお祝い
申し上げます。さて皆さんは今，
歯科医学の入り口に立っていま
す。歯科医師となることは皆さん
が小さい頃からの夢であったかも
知れませんが，また何か他に将来
の希望があったかも知れません。
しかし，確かなことは自分自身の
意思でこの場所に立ち，自らが自
分の足で歯科医療の世界へと一歩
踏み出したという事実です。歯科
医師となるまでにはいくつかの高
いハードルが立ち並んでいます。
初心を忘れずゴールを達成するた
めに，仲間と共に互いに助け合い
ながら，日々の勉強はもちろんの
こと，情熱をもってクラブ活動や
学外での活動などに積極的にチャ
レンジし，その経験を通し自らを
高めていって下さい。皆さんが卒
業し研修を終える２０２５年頃には，
日本は人口の３０％が高齢者となり
ます。そこで，高齢者の健康寿命
をいかに延ばしていくかが大きな

課題となっております。この全身
の健康の鍵を握るのが，様々な口
腔疾患の予防と治療です。皆さん
は東京歯科大学の水道橋キャンパ
ス，市川キャンパス，千葉キャン
パスの３キャンパスの優れた教育
人材，最新の設備と多様な症例を
経験することが出来る環境にあり
ます。皆さんは歯科医師になるこ
とを目指し，ここに集いました。
立場が人を変えるように，心が変
われば行動も変わります。校歌に
もありますが，「醫はこれ済生ひ
とへに仁なり」，仁とは他人を思
いやる心を表す言葉です。目的が
明確であれば，必ずゴールは達成
出来ます。どうか，社会に貢献出
来るリーダーとなるような歯科医
師を目指して努力をして下さい。
６年間の努力のあと，国家試験の
合格発表を聞いて，歯科医師と
なった皆さんの見る風景は，今と
は全く違うものとなっていること
でしょう。これからの東京歯科大
学での６年間は，皆さんの人生の
中で最も輝き放つ時間となりま

す。皆さんの頑張りを期待して，
訓辞と致します。」
続いて水野嘉夫理事長から，次
のような祝辞があった。「新入生
の皆さん，ご入学おめでとうござ
います。心よりお喜びを申し上げ
ます。またご父兄の皆様，心より
お祝いを申し上げます。今日は感
動という話しと，感激という二つ
の話しをさせて頂きたいと思いま
す。一つは本学の建学者，血脇
守之助先生のことであります。先
生は本学創立者，高山紀齋先生同
様に，慶應義塾で学ばれました。
慶応義塾創立５０周年を記念して，
明治４２年，１９０９年に慶応義塾出身
名流列伝という書物が刊行されま
した。そこに東京歯科医学専門学
校校長としての血脇先生について
書かれております。要約します
と，新聞記者，教師などを歴任し
たのちに，歯科医の大家，高山
紀齋のもとで歯学を学びました。
明治２８年，１８９５年日本が日清戦争
に勝利したあと，清国を育成する
ためそして盛り立てるためには，

平成２９年度 母校入学式
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医術をもってするしかないと，清
国に渡り各地で歯科医療を行いま
した。その技術の高さに噂は広ま
り，どこに行っても門前市を成す
ごとき盛況であり，新聞・雑誌は
こぞって先生の医術の高さを賞賛
しました。大成功を収め，医術が
人身看過に大きな効力があること
を認識し，自分のするべきことは
この道と，ひたすら歯学の新知見
を案出するに熱中しました。それ
が今日の成功をもたらし，歯科界
の養生としての崇められる由縁で
しょう，というように書かれてお
ります。その後，高山歯科医学院
を継承し，東京歯科医学院，東京
歯科医学専門学校，東京歯科大学
と，本学は創立以来今年で１２７年
目を迎えるのであります。まさ
に，この道一筋という日本におい
て最も尊重されてきた生き方であ
ります。そこには，自分自ら感じ
て心が動く感動があったからであ
ると思います。もう一つの話し
は，この書物が出版されて約１００
年後の２００７年，スティーブジョブ
スは，iPod デジタルオーディオ
プレーヤーに通話機能，インター
ネット，電子メールの機能をあわ
せ持つ全く新しいタイプの携帯型
の情報端末，いわゆる iPhone を

発表しました。さらに，最近は
AI，IOT，ロボット，ビッグデー
タと，計り知れない進歩がありま
すが，この１０年の出来事に過ぎま
せん。これらの進歩によって得ら
れるものは，すごいという感激，
感心します。AI を搭載したロ
ボットは，囲碁，将棋，チェスな
どの名人と対戦しても負けず，す
ごいと言って感激をします。感激
は人から与えられてもらうことに
よる，ものの変化であります。皆
さん方は歯科医になるべく，東京
歯科大学に入学をしました。歯科
の診療技術・機械は，大きな進歩
を遂げています。今の歯科治療の
技術，考え方は，皆さん方が卒業
するころにはもっと大きく変化を
していると思います。その進歩を

受け入れて，人との触れ合いで味
わうことの出来る生き甲斐を大切
に，血脇守之助先生のように，自
ら感じて動く感動ある学生生活を
送って下さい。東京歯科大学の学
生として誇りと自信を持って学生
生活を送られますことを期待して
お祝いの言葉と致します。あらた
めまして，ご入学おめでとうござ
います。」
続いて新入生を代表して阿部
尚昭君が宣誓を行った後，学長よ
り徽章が授与された。
一方，平成２９年４月３日（月），

水道橋校舎本館１３階第２講義室に
おいて平成２９年度大学院入学式が
福田謙一大学院学生部長の司会進
行のもと行われ，３７名の新入生が
入学した。（広報委員 末原正崇）

大学院入学式
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平成２９年３月２６日（日）午前１１
時より，東京歯科大学短期大学歯
科衛生学科の開学記念式典が血脇
記念ホールにて挙行された。式で
は，松野博一文部科学大臣，神田
裕二厚生労働省医政局長，堀
憲郎日本歯科医師会会長，武井
典子日本歯科衛生士会会長より祝
辞を賜り，今後の発展が祈念され
た。式後，記念祝賀会がホテルメ
トロポリタンエドモントにて開宴
され，数多くの来賓とともに，３００
名を超える列席者で慶祝された。

平成２９年４月４日（火）午後１
時３０分より，平成２９年度 東京歯
科大学短期大学歯科衛生学科 第
１期生 入学式が，ご来賓，短期

大学関係者，保護者の臨席のも
と，血脇記念ホールにて挙行され
た。新入生５１名の紹介が行われ，
新入生代表者による誓詞ならびに

徽章授与が行われた。新入生は，
緊張の中にも，１期生として。こ
れからの伝統を紡ぎだす自覚の芽
を新たにしていた。

東京歯科大学短期大学 歯科衛生学科
開学記念式典・祝賀会

東京歯科大学短期大学 歯科衛生学科
平成２９年度 第１期生 入学式
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平成２９年度 東京歯科大学 入試ガイダンス・オープンキャンパス日程（予定）
開催日時 場 所 内 容

１
７月１５日（土）
１４時～

東京歯科大学
水道橋キャンパス
（新館）

模擬授業，大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの
説明，入試問題の解説（予定），個別相談（希望者）

２
８月６日（日）
１３時～

東京歯科大学
水道橋キャンパス
（新館）

模擬授業，大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの
説明，入試問題の解説（予定），個別相談（希望者）

３
８月２６日（土）
１３時～

東京歯科大学
水道橋キャンパス
（新館）

模擬授業，大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの
説明，入試問題の解説（予定），個別相談（希望者）

４
９月３０日（土）
１４時～

東京歯科大学
水道橋キャンパス
（新館）

模擬授業，大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの
説明，入試問題の解説（予定），個別相談（希望者）

５
１２月１６日（土）
１４時～

東京歯科大学
水道橋キャンパス
（本館１３階）

模擬授業，大学紹介，入試概要説明，入試科目ポイントの
説明，入試問題の解説（予定），個別相談（希望者）

※ 内容，開催時間等，変更になることがありますので，事前にお問い合わせください。
問合せ先：東京歯科大学 教務課（水道橋校舎新館） TEL：０３－６３８０－９５２８

URL：http : //www.tdc.ac.jp
なお，事前予約は不要です。

平成２９年度 東京歯科大学短期大学 オープンキャンパス，入試説明会日程（案）
開催日時 場 所 内 容

１
７月１５日（土）
１０時～

東京歯科大学
短期大学
（本館１４階）

短期大学概要，入試概要説明，入学試験のポイント，施設
見学，個別相談（希望者）

２
８月２６日（土）
１０時～

東京歯科大学
短期大学
（本館１４階）

短期大学概要，入試概要説明，入学試験のポイント，施設
見学，個別相談（希望者）

３
１２月３日（日）
１０時～

東京歯科大学
短期大学
（本館１４階）

短期大学概要，入試概要説明，入学試験のポイント，施設
見学，個別相談（希望者）

※ 開催時間等が変更になることがありますので，事前にご確認ください。
※ 基本的には，各回の内容は同一です。
※ 参加の際には，ホームページより参加登録をお願いいたします。
※ 問合せ先：東京歯科大学短期大学（本館１４階）TEL：０３－６３８０－９１０５

URL：http : //www.tdc.ac.jp/jc/tabid/３７８/Default.aspx

母校だより
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学校法人東京歯科大学寄附行為に基づき，平成２９年６月１日付で法人役員新体制が決定いたしました
のでご報告申し上げます。

平成２９年６月１日からの法人役員新体制
理事：井出 吉信 理事長 （総括） 監事：松尾 邦弘 監事

石井 拓男 常務理事（財務・人事担当） 水野 嘉夫 監事
西田 次郎 常務理事（病院担当）
矢﨑 秀昭 常務理事（校友担当）
一戸 達也 常務理事（学務担当）
加藤 靖明 常務理事（庶務・建設担当）
鹿島 隆雄 理事
金森 越哉 理事

哉

平成２９年度 新入生名簿

平成２９年度 第２学年編入（７名）

母校だより
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東京地域支部連合会

血脇記念ホール
「納涼落語の夕べ」開催のご案内
東京地域支部連合会では平成２９
年度厚生事業１回目として，７月
２０日（木）夜「納涼落語の夕べ」
を開催いたします。
大学支部との共催のもと，井出
学長のご厚意により，血脇記念
ホールで開催する運びとなりまし
た。出演者の柳家さん生師匠は，
富山県出身の昭和１９年９月卒同窓
（故）杉江玄巳先生のご次男でい
らっしゃいます。同窓会副会長
財部正治先生のお口添えにより，
この企画を快くお引き受けいただ
きました。皆様お誘いあわせのう
え，血脇記念ホールで楽しいひと
時をお過ごしいただければと思い
ます。
つきましては，地域，地区に関
係なくより多くの先生方にご参加
いただけますよう，ご案内申し上
げます。詳細につきましては右記
のチラシをご参照ください。
（昭和６０年卒・厚生委員会・

池田弥和 記）

支部のう ご き

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : //www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに掲載
されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２９年
７月９日（日）
午後２時～

歯科臨床のための機能的解剖学

阿部伸一教授
（東歯大解剖学講座）

愛知県歯科医師会館
名古屋市中区丸の内
３－５－１８

TEL０５２－９６２－８０２０

愛知県支部
連絡先
担当・久野昌士

TEL０５６９－４３－１１２４

同窓会員
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青 森 県 支 部

平成２９年度 定時総会・学術講演
会
平成２９年３月４日（土），ホテ

ル青森に同窓会副会長の早速晴邦
先生と東京歯科大学教授の石田
瞭先生をお迎えし，青森県支部の
総会と学術講演会を開催いたしま
した。
本田富彦支部長の挨拶の後，

早速副会長からお祝いのお言葉を
頂戴しました。女性会員への働き
かけや若手会員への対応，共済の
問題等同窓会の状況などのお話も
してくださいました。
続いて住吉辰郎先生が議長に選
出され，先ず昨年ご逝去された
小泉 仁先生と波多野祥二先生に
黙祷を捧げました。報告に入り庶
務報告，東北地域支部連合会役員
協議会・総会の報告，東北地域支
部連合会支部長・幹事長会の報
告，東京歯科大学同窓会都道府県
代表者会議・評議会の報告と続き

最後に福士淳一監事より，会計は
適正であった旨の報告がされまし
た。
議事に移り収支決算，財産目
録，事業計画案・予算案はすべて
承認されました。続いて役員改選
ということで，新支部長に昭和５２
年卒の長内幸一先生が選出され新
体制となります。
学術講演は東京歯科大学口腔健
康科学講座摂食嚥下リハビリテー
ション研究室教授の石田 瞭先生
が「歯科から行う摂食嚥下リハビ
リテーション～その人らしく口か
ら食べることの支援～」の演題で
講演されました。石田先生は岡山
大学歯学部を卒業された後，
Johns Hopkins 大学に留学され昭
和大学大学院を修了されました。
昭和大学，岡山大学を経て平成２０
年に東京歯科大学に赴任され，平
成２７年に教授になられました。
超高齢化社会を迎える今，我々

の歯科医院でも高齢者の患者さん
が多くなります。講演では高齢者
の臨床的特徴にはじまり，摂食嚥
下の仕組みの基礎，摂食嚥下障害
の予測や診断を教えていただき，
高齢者の脅威となっている誤嚥性
肺炎についてのお話もありまし
た。そして我々歯科ができる摂食
嚥下リハビリテーションについて
ご教授いただき，大変勉強になり
ました。
記念写真撮影後，工藤浩幸先生
の司会進行，松山陽一先生の乾杯
のご発声で楽しい懇親会となりま
した。途中で新支部長の長内先生
も合流し，皆さんにご挨拶するこ
とができました。全員で高らかに
校歌を歌い懇親会はお開きとなり
ましたが，同ホテルのスカイラウ
ンジにて二次会も行われ，更なる
盛り上がりで親睦を深めました。
（昭和６３年卒・古川由美子 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

支部のうごき
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秋 田 県 支 部

平成２８年度 定時総会並びに学術
研修会開催
平成２８年１１月１２日（土）午後２
時より秋田キャッスルホテルに於
いて，秋田県支部会員数４９名中２４
名の出席により平成２８年度定時総
会が開催された。同窓会本部より
中島信也常任理事，大学より口腔
健康科学講座並びに障害者歯科・
口腔顔面痛研究室 福田謙一主任
教授を来賓として御迎接を賜っ
た。
定時総会は岡田 寛副支部長の
開会の辞で始まり，５月２６日（木）
にご逝去された駒橋典夫先生（昭
和２６年卒業／いそむ会・享年８７歳・

支部顧問）への黙祷を拝捧した。
次に同窓会本部役員ご挨拶とし
て中島信也常任理事が同窓会体制
における総括説明と本学水道橋校
舎への詳細な現状報告を行った。
さらに今後の同窓会本部改革案と
その要旨並びに東北地域支部連合
会改革案が的確に解説された。ま
た本大学内近況報告として，福田
謙一教授からは今年も全国の国公
立・私立中第１位で国家試験合格
率５連覇達成の駿驥報告を拝聴し
た。さらに水道橋近隣地区への順
調な全校移転が進められ，更なる
高度医療と教育・研究の環境整備
が成される事を詳細報告した。

会務一般並びに監査報告と全認
定議案も満場一致で可決承認され
た。
定時総会終了後，福田謙一教授
による「非歯原性疼痛の診断と治
療」の演題で学術研修会が行わ
れ，臨床に直結した基礎的知識と
最新の研究概要並びに今年出題さ
れた国家試験難問題に対する傾向
や模範的な解釈と解答・解説を拝
聴した。
記念写真撮影後，高橋昭一前支
部長の祝杯献上により同窓会懇親
会が開宴し，終始懇談の華艶が
舞った。
（昭和６３年卒・五味明雄 記）

秋田県支部役員名簿
支 部 長 藤原 元幸（昭和５０年卒）八輪会
副支部長 寺岡 洋一（昭和４９年卒）七十九期会

岡田 寛（昭和５０年卒）八輪会
嶋田 均一（昭和５１年卒）正和会
高橋 文明（昭和５２年卒）八十二期会
佐藤 裕子（昭和５３年卒）八実会
山田耕一郎（昭和５４年卒）弥生会

理 事
（総 務）鈴木 文登（昭和５６年卒）水公会
（庶 務）五味 明雄（昭和６３年卒）新葉会

（学 術）五味 明雄（昭和６３年卒）新葉会
（会 計）駒橋 純（昭和６２年卒）爽翔会
（無 任）清水 隆夫（昭和６２年卒）爽翔会

金子 恵三（昭和６２年卒）爽翔会
工藤 卓奥（昭和６２年卒）爽翔会
山本 高敬（平成２年卒）百樹会

監 事 有明 一（昭和４２年卒）志学会
奈良 周彦（昭和５６年卒）水公会

顧 問 太田 晃（昭和３２年卒）五期会
山内 静（昭和３３年卒）六喜会
高橋 昭一（昭和３８年卒）歯士会

支部のうごき
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群 馬 県 支 部

平成２８年度 群馬県同窓会拡大群
馬県人会
本県出身の新進会員，現役学生
（準会員）との交流を図る事を目
的として行っている拡大群馬県人
会が，平成２８年１２月２９日（木）に高
崎駅に隣接したホテルメトロポリ
タン高崎で若手会員による講演会
と懇親会の二部構成で行われ，現
役学生６名と同窓生３４名，さらに
今年度は拡大して子弟を東京歯科
大学に通わせている他大学卒業の
ご父兄２名の参加があり前回と同
じ総勢４２名で開催された。
第一部の講演会は，障がい者歯
科をテーマとした二つの講演が行
われた。最初の講演は，石岡豪一
先生（Ｓ５３卒）のご息女であり本
学口腔健康科学講座 障害者歯
科・口腔顔面痛研究室に所属して
いる吉田みずき先生（Ｈ１９卒）に

よる「障がい者歯科と私」という
演題名でご自分のこれまでの経験
とその取り組みについて，若手歯
科医師や学生，そしてまだ障がい
者歯科を経験していない方々に向
けた先生の誠実さが表れた講演が
あった。続いて二つ目の講演は，
県歯科医師会の群馬県歯科総合衛
生センターのセンター長を務めて
いる大串圭太先生（Ｈ１８卒）から
「群馬県歯科総合衛生センターの
現状」として平成２８年４月から全
身麻酔下による治療が開始された
事を踏まえ，静脈内鎮静法による
歯科治療とセンターの現況につい
ての講演がなされた。東京出身の
先生の「グンマ愛」に溢れたお話
は，きっと群馬に骨を埋めてくれ
ると期待させられるものであっ
た。
第二部の懇親会は，引田正俊会

長（Ｓ５２卒）の乾杯から始まり，
歓談中のほろ酔い状態での参加者
全員の自己紹介でおおいに和んだ
後，大串先生の華麗なるサックス
演奏と軽妙なトークによる「サッ
クスで振り返る２０１６年」に聴きほ
れ懇親会は終了となった。
そして懇親会終了後は，恒例の
高崎市内での二次会へと流れ世代
の垣根を越えた交流を深め，世代
を越えた懇親会（飲み会）として
の「群馬県同窓会拡大群馬県人
会」の真の目的を本年度も達成
し，非常に楽しく有意義な時間を
過ごす事ができたのは言うまでも
無い事であった。また，若手や学
生さんたちと戯れられることを楽
しみに次回を待ちたいと思う一夜
となった。
（平成１年卒・片野勝司 記）

支部のうごき
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平成２８年度 定時総会，懇親会報
告
平成２９年３月１１日（土），前橋

市のアニバーサリーコート ラ
シーネにおいて群馬県支部定時総
会と懇親会が開催されました。
総会は原 茂総務の司会の下，
石岡豪一副会長の開会の辞に続
き，逝去された２名の会員に黙祷
を捧げました。つづいて，引田
正俊同窓会会長が挨拶に際し，今
期で退任するにあたり２期４年を
振り返えられ，本県で開催された
関ブロが成功裏に終わったことへ
の感謝や，全国に先駆けて現役学
生，新進会員との交流を図る場と
して拡大県人会を開催し恒例行事
として定着してきていること，同
期の清見前同窓会会長の急逝の際
には言葉では表せない心情であっ
たこと等の思いを語られた。武安
一嘉同窓会顧問も引田会長の退任
に際し，任期中の功績に触れ，労
いの言葉をかけられた。

来賓の村山群馬県歯科医師会会
長からは来期も会長職を継続する
こと，引き続き同窓会員の支援，
協力の要請が述べられた。
庶務報告のあと，議長に長澤
宥先生が選出され議事に入りまし
た。
議事として次年度事業計画案，
一般会計並びに福祉共済部会計予
算案，役員改正案が上程され，す
べて可決承認されました。その
後，原 茂次期会長より，本会の
和気藹々とした良さを継承し，同
窓会としてより発展できるよう
に，会務に専心努力したいとの抱
負が述べられました。最後に黒田
由紀子先生の閉会の辞により総会
は終了となりました。
集合写真を撮影し，懇親会に移
りました。川越文雄名誉会長が開
会に際し，今日という日が，多く
の方の貴い人命が失われ，未曾有
の被害をもたらした東日本大震災
が発生した日であることに触れ，

みたまの永遠に安らかならんこと
を改めてお祈り申し上げるととも
に，ご遺族の方々のご平安を心か
ら祈念し，献杯を捧げ，開宴しま
した。
同窓会独特の和やかな雰囲気の
中，年代を越えて話の輪が広が
り，お酒もすすんで盛り上がり，
恒例の校歌斉唱では合唱部仕込み
の森下先生の美声の援軍を得て，
いつになく全員が大きな声であり
ました。
閉会に際し，今期で退任される
岩田康一監事から，今後の会の発
展を祈念する言葉を頂き，名残惜
しみながらのお開きとなりまし
た。
（平成４年卒・小板橋正樹 記）

支部のうごき
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横浜西部支部

平成２９年度春の総会
今年度の当支部春の総会が，４
月１５日（土）横浜駅西口近く，横
浜ベイシェラトンホテル＆タワー
ズ彩龍にて行なわれた。当番区は
泉区，栄区であった。
当日の参加者は，来賓として東
京歯科大学元理事長の金子 譲
君，東京歯科大学神奈川県支部連
合同窓会会長の西山 潔君の２名
に加え，当支部会員１９名，入会希
望の塚田準之介君（旭区白根開
業）を含めて２２名であった。
総会は，本間雅之君の司会の下
式次第に則り，支部長挨拶，来賓
の挨拶，各種報告が行われ，出席
者全員による承認を得た。
また，当支部支部長を長く務め
られた島田英明君のご逝去に対し
哀悼の意を表し，全員で黙とうを
ささげた。
そして，懇親会に移行し，佐藤
卓朗先生による乾杯の発声の下，

一同乾杯し会食となった。
会食の途中，めでたく傘寿（８０

歳）を迎えられた橋本美代子君，
古希（７０歳）を迎えられた佐藤
信之君・三澤彦四郎君にお祝い金
をお渡しして祝福した。
更に，国会開期中にも関わらず
駆けつけてくれた参議院議員島村

大君より，歯科医療従事者はなる
べく特定検診（４０～７５歳）を受診
するようお願いがあった。
楽しいひと時も瞬く間に過ぎ，
松田竹比虎君の挨拶で閉会とな
り，最後に一同で記念撮影を行っ
ておひらきとなった。
（平成１４年卒・渡瀬秀彦 記）

支部のうごき
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山 梨 県 支 部

平成２８年度 定時総会
平成２８年１２月１０日（土），古名屋
ホテルにて１４時より定時総会が開
催されました。
専務理事 矢崎先生の司会のも
と定刻に開催されました。ご来賓
の東京歯科大学同窓会常任理事
佐々木眞澄先生，東京歯科大学歯
科保存学講座教授古澤成博先生よ
りご挨拶を頂き，又県功績者とし
て中村宣夫先生が表彰されまし
た。引き続き庶務報告 矢崎先生，
会計報告 阿久津先生，監査報告
天野先生・三木先生がなされまし
た。

議案に移り，平成２９年度各種報
告が満場一致で可決されました。
総会後古澤先生より「難治性根
尖性歯周炎の原因とその対処法」
についての講演をして頂きまし
た。大学時代にも講義を聞いてい
ましたがいざ臨床にでてから聞く
と学生時代にもっと勉強しておけ
ばと後悔しながら面白くあっとい
う間の講演でした。
懇親会は支部長の末木先生の
挨拶から始まりビンゴ大会では
早乙女先生，大森先生，山本先生
の音頭で宴に花を添えました。本
当に３人のコンビネーションは最
高で盛り上がりました。宴もたけ

なわでしたが最後に副支部長の
金山 昇先生の挨拶をもって閉会
となりました。同窓会や支部では
若い先生方が入会しないことが問
題になる時もあるようですが，入
会してみれば家族のように感じ楽
しくありがたく思う場です。怒ら
れるかもですが支部に入会してお
兄さん，お姉さんが増えました。
そんなことを下っ端の私が言える
位諸先輩の先生方のおかげでのび
のびやらせていただいているのだ
と思います。又次の会が楽しみで
す。
（平成１２年卒・大森雄介 写真
平成１８年卒・三井才子 記）

支部のうごき
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三 重 県 支 部

三重県支部総会
平成２９年２月２６日（日）ホテルグ

リーンパーク津において，三重県
支部定時総会が開催されました。
来賓として同窓会会長の矢﨑
秀昭先生，母校からは老年歯科補
綴学講座主任教授の櫻井 薫先生
をお招きしました。
総会は中川副支部長の司会で始
まり，辻支部長の挨拶，そして同
窓会会長の矢﨑秀昭先生により同
窓会の現状，特に若い先生の同窓
会未加入問題，西棟建設への寄付
などについて説明をしていただき
ました。若い先生の同窓会未加入
問題は深刻で，卒後１０年までの会
員の会費減免や共済金の廃止案，
卒後間もない女性会員の入会への

取り組み等，本部のご苦労がよく
理解できました。三重県において
も新入会員は１０年間に３～４人と
いった具合で，年々会員が減少し
ており，少しでも会員を増やす努
力が必要であると痛切に感じてお
ります。
その後武藤元支部長の司会のも
と，昨年の事業報告・会計報告が
行われ，さらに今年の事業・予算
の承認，支部則改訂が全会一致で
可決されました。
休憩の後，櫻井 薫先生に「軟
性裏装材を用いたリラインの要
点」と題して講演をしていただき
ました。昨年４月より下顎総義歯
に保険導入された，軟性リライン
を有効に使いこなすための材料の

選び方，特長や，軟性裏装材を用
いるまでのティッシュコンディ
ショニングの要点などを詳しくお
話ししていただきました。以前に
比べると総義歯の症例は減ってき
てはいるものの，下顎総義歯の治
療の難しさは患者さんの寿命が延
びたことでますます難しくなって
おり，非常に勉強になりました。
講演終了後，記念撮影をしてか
ら同じホテルで懇親会に入りまし
た。古川先生の乾杯の音頭で宴会
が始まり，世代を超えて和気あい
あいと楽しいひと時を過ごすこと
ができました。
（昭和５６年卒・宮﨑弘隆 記）

支部のうごき
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富 山 県 支 部

平成２９年度 総会・学術講演会
平成２９年１月２８日（土），平成２９

年度富山県支部学術講演会・総会
は会員２１名の参加を得てホテルグ
ランテラス富山にて開催されまし
た。
学術講演会は，母校市川総合病
院副病院長髙野伸夫先生に「東京
歯科大学市川総合病院口腔がんセ
ンターの現況」と題して，口腔が
ん治療の最前線のお話をしていた
だきました。病院各科が協力して
行う口腔がんに対する先進的な包
括的標準治療は一般開業医にとっ
ては驚きの連続で，治療成績が格
段に向上していることに深い敬意
を覚え，髙野先生の熱い語りも相
まって一同吸い込まれるように聞
き入りました。
総会は議長に金川直博先生を選
出して議事が始まりました。まず
野田 修支部長・内田昌宏副支部
長から昨年１１月に開催された同窓

会評議員会および都道府県代表者
会議の内容の報告がありました。
次いで山田雅敏幹事より昨年度の
会務・会計報告および山崎安仁監
事より監査報告がなされ，全会一
致で承認されました。富山県支部
にはこれまで燦水会という学術研
修のための別組織がありました
が，今後は二つの組織を統合して
学術関係事業も富山県支部の事業
として行うことになり，このため
の支部規則改正案が提案され，原
案通り承認されました。その後，
山田幹事より今年度の事業計画・
予算案の説明があり，これも全会

一致で承認されました。特に，今
年は５月２７日に富山県支部が主幹
となって北陸地域支部連合会が開
催されることから，各会員には十
二分な協力をお願いしました。
総会の後の新年懇親会では，学
術講演会の髙野教授を交えての歓
談となり，和やかな雰囲気の中，
おいしい食事とお酒を満喫するう
ちにあっという間に時間が過ぎ，
稲田次郎副会長の閉会の辞でお開
きとなりました。
（昭和６１年卒・山田雅敏 記）

支部のうごき
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広 島 県 支 部

平成２９年度総会
平成２９年４月８日（土），今年１
月に移転した広島県歯科医師会館
にて，総会が開催されました。
野間 博広島県支部長挨拶の
後，大谷武彦先生が議長に選出さ
れ報告事項，収支決算や予算案な
どの議事事項や協議事項などが承
認されました。

学術講演会
つづいて同会場で，広島大学の
二川浩樹教授をお迎えし「お口の
健康への新しいアプローチ！」と
題してご講演いただきました。プ
ラークはバイオフィルムでありそ
の形成にかかわる性質，成分の相
互作用を利用してバイオフィルム
形成の抑制を行うことを研究され

ており，う蝕や歯周病あるいは感
染症などのリスクを下げることの
できる製品の研究・開発について
ご紹介いただきました。
テレビでも紹介された８０２０菌

ヨーグルトや，Etak という抗菌
材料のインフルエンザ，災害時の
有効性についてもお話しいただき

ました。出席者からは積極的な質
疑がなされ活発な意見交換が行わ
れました。注目度の高さが伺われ
ます。

懇親会
講演終了後，会場をシェラトン
ホテルに移し支部長の挨拶で懇親
会を行いました。同窓生が和気
藹々と近況などを話し合い，最後
は輪になり皆で校歌を斉唱し盛会
のうちに閉会となりました。

本年７月に当県で，中国支部連
合会が開催されます。多くの先生
方にご参加いただけますよう，お
願い申し上げます。
（平成９年卒・髙木尚美 記）

支部のうごき
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い づ み 会 昭和２３年卒

第６７回総会は２年続いた熱海市
から隣り町の奥湯河原に場を移し
て昨秋平成２８年１１月２４日（木）に
催されました。湯河原温泉は箱根
外輪山に囲まれた山峡にあり万葉
時代から歌に詠まれた古湯です。
「あしかりの 土肥の河内に
出ずる湯の 世にも絶よらに 子
らが言はなくに」
万葉集十四巻の東歌の中に相聞
歌として出ており，恋の情熱を
滾々と河原から湧き出ずる温泉に
例えた恋愛歌です。寄る年浪には
勝てぬとは申せわれわれも湯河原
の出で湯に浸って些かでもあやか
りたいと思いました。
さて，当日は東京一円が５４年ぶ
りの１１月の初雪に見舞われました
が三三五五全員が無事山翠楼に集

合しました。宿は京風数寄屋造り
の４棟に典雅な和みの部屋が並ぶ
ご当地屈指の老舗料亭旅館です。
先ずは自家源泉掛け流しの湯で全
身のしこりを解しました。
定刻午後５時総会開会。会務報
告のあと，今後の会運営の件につ
いて協議いたしましたところ常連
の出席者も年毎に欠けていくなど
諸般の状況から，連綿と続いてき
た恒例の年次総会は残念ながら今
回をもって終結と決りました。
引続き懇親会は午後６時，岡山
の岸田君の音頭で乾杯開宴。引き
上げ湯葉の先付に始まる旬の懐石
料理の秋の味覚を愉しみながら入
学以来７２年の懐古談に花を咲かせ
打ち上げの宴席を盛り上げまし
た。ところで時恰も大方の会員が

卒寿と重なる年でもあり岡山から
来会の林君に祝杯を高々と上げて
いただき祝賀の宴に切り替え歓談
は続きました。なお今席には矢内
良徳君から心温まるご祝儀を頂戴
いたしましたので申し添えさせて
いただきます。
翌朝は惜別の感一入の思いで現
地解散いたしました。
出席者は，岸田 昭君，林 和男
君ご夫妻とご同伴，福岡 明君
とご令息博史氏（昭和５８年卒），
中久喜夫妻でした。
いづみ会の皆さん！ 卒寿は通
過点です。目の先には白寿・百寿
が待っております。更なるご長寿
を心からお祈り申し上げ擱筆いた
します。ではお元気で。

（中久喜 喬 記）

クラス会だより

クラス会開催日程

十 期 会（昭和３７年卒） と き 平成２９年１０月２６日（木）
ところ 神奈川県湘南国際村センター
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五 十 鈴 会 昭和２５年卒

６６回目の総会を平成２８年１１月１７
日，昨年と同じ日本橋三越本店
特別食堂で行い，参加者は１０名で
（写真１）話題は，各自の出生地
の日本史など少し自慢も交えての
話しから始まり，特産，観光名所
案内，特に山梨では伊藤，小倉君

（写真２），新潟の佐藤君，長野
は白須賀君（写真３）の話しで盛
り上がり，平均年齢９０歳に近い五
十鈴会総会の地方開催も夢ではな
いような話しに終始し，さらに別
室での二次会の茶会に話しは続
き，３時間余に及びました。出席

されなかった会員からのメッセー
ジも多数寄せられました。これは
後日，紙上五十鈴会としてお知ら
せいたしますが，その中で，広島
の松井さん（クラスでこのように
呼ばれ，今も松井さんです）から
昭和２５年卒業謝恩会案内のコピー
（写真４）が送られて参りました
ので披露いたしました。懐かしい
思い出をもう一つ，第３０回五十鈴
会の写真（写真５）を掲載させて
頂きます。卒後３０年で６０余名も集
まり，五十鈴会の結束が強いこ

（写真２）
小倉君の開会の挨拶で始まる，隣は
小倉夫人

（写真１）出席者
左から，佐藤，森山夫人，小倉夫人，大山，金子 守，小倉，村上，白須賀，斉藤
（他に伊藤）

（写真４）
昭和２５年３月２５日の卒業謝恩会会場に
貼られた会次第
齋藤 久，松井隆弘，近藤三郎，長尾
喜景先生らの名前が見える
司会：松井総代 ６０余年前の事

（写真３）
新発田市の歴史編纂で東歯，石塚三郎氏と野口英世との新しい結びつきを発掘
し，毎日忙しい佐藤君と長野に住んだ頃の良さを話す白須賀君

クラス会だより
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と，懐かしい友達を想い起こしな
がらご覧頂きたいと思います。今
年の総会も昨年と同じところ，同
じ会場での希望がありました。是
非，いらして歓談されて下さい。
お待ちしております。
長く生きているといろいろな事
に遭遇しますが，周りに感謝しな
がら「生あるうちは」楽しく生き
たいと願うこの頃です。

（斉藤季夫 記）

高齢者叙勲受章
西村秀祐先生（豊橋市開業）
は，昨年７月２５日に長年にわたり
学校歯科医として児童の健康管理
に尽力された功績に対し，「高齢
者叙勲・瑞宝双光章」受章の栄に
浴されました。同期生を代表し
て，心よりお祝いを申し上げると
共にご報告いたします。
式典・祝賀会が，愛知県豊橋市
歯科医師会・山口堅三会長，東京
歯科大学同窓会愛知県支部・成瀬
健支部長，愛知県私立学校歯科医
会・小原久和会長が発起人とな
り，平成２９年２月５日にホテルア
ソシア豊橋「ザ・ボールルーム」
にて，氏と関係の深い友人，知

人，或いは親戚など２５０余名の参
加者により盛大に挙行されまし
た。
祝賀会は，厳粛かつ地方色豊か
で楽しく和やかな雰囲気を醸しだ
した木遣りの先導で西村先生ご夫
妻の入場で始まり，母校の水野
嘉夫理事長，井出吉信学長の代理
として一戸達也副学長，また，
島村 大参議院議員よりお祝いの
言葉が贈られました。西村歯科医
院スタッフ，孫，親戚から記念品
と花束が贈呈されました。
氏のお礼の言葉に「今後も地域
医療に協力する」と決意を表さ
れ，先生の歯科医療に対する一途
な心に改めて感動をいたした次第

であります。
今後は奥様ともどもご健康に留
意され，益々のご活躍を祈念いた
します。

（大山萬夫 記）

（写真５）３０回五十鈴会総会の記念写真
中央に金竹哲也先生，今から３７年前。ルーペで拡大してご覧下さい

大清水木遣り保存会

クラス会だより
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十 期 会 昭和３７年卒

惜別 傘寿 越えは難関
「涙そうそう」
十期会（昭和３７年卒）の４１回目

クラス会は，昨年１０月２９日山内会
長の元で東京目黒の雅叙園で開催
され２６名の参加でした。
席上，松山さんの「老いると云
うこと」（黒井千次 著）の朗読が
ありましたが昨年は男子ばかり
５名（小倉，下井，栗山，梅田，
横田君）に惜別，傘寿越えは難関
の峠でしょうか？

※小倉英世君は運動神経抜群で東
京オリンピックのスケートリン
クでボランティアに指名される
技量の持主でした。ゴルフは勿
論シングル，私は何時もチョコ
レートを買わされました。
昨年で４３回続く同窓会本部の
ゴルフコンペでアルバトロスを
為し遂げたのは小倉君ただ一人
のみと思います。レイクウッド
GC東コース１２番で第２打がピ
ンの左１０メートルにオンして
ゆっくり右カーブしてカップイ
ンするのを目撃して感激したこ
とを覚えています。そして，発
病から１５年程も奥様の手厚い看
病で良く健康を維持出来たと感
心しています。
※入学式の前夜，３畳一間，２食
付７千円の下宿で一緒だったの
は下井・栗山・花上君と私の４
名でした。
その晩，ベニヤ板壁の隣室か
ら「南無妙法蓮華経」の読経が
夜８時から１１時頃まで続き寝不
足で登校すると読経の張本人は

下井君でクラスメイトでした。
その後も読経は毎日続き，お
寺関係かと聞くと「今日は学校
を休んで学会に行く」と言って
「創価学会」に出かけて行きま
した。下井君は独特の個性ある
性格で数々の逸話の持主です。
予科時代は神原・盆子原君など
がフォローアップしていたと思
います。宿からは，まず栗山君
が転居，私も花上君も逃げ出し
ました。
※栗山君は富山県で人望を集め県
歯の会長を務めました。全国歯
科医師国民健康保健組合の東京
事務所で一緒に勤務したことが
ありますが自分の考えをしっか
り固持する頑固なところがあ
り，強い意志のある人でした。
※梅田君はスチールギター，絵画
などの趣味に精通していまし
た。
ヨーロッパの写生旅行で自筆
の絵ハガキを時々頂きました。
十期会のゴルフ同好会のコンペ
には必ず参加して落ち着いて
ゆっくり回り場の雰囲気を高め
て下さいました。私と岩淵君で
小倉君のお見舞に行く約束をし
て新宿で待合せを
し た 時，３０分 も
梅田君が姿を見せ
ず携帯も自宅も連
絡が取れず，二人
でお見舞を済ませ
た事がありました
が，逢わずにこれ
が最後となりまし
た。

※横田君もゴルフでいつも一緒で
した。豪快なドライバーはその
スイングから方向はとにかく
ビックリしたことを覚えていま
す。
地域の地区会長など社会貢献
事業で忙しかったと聞いていま
す。
※この原稿を書き終える頃，片桐
教授の訃報が届きました。片桐
君は市川病院の教授を永年務
め，名誉教授で退職後は孫達に
囲まれて穏やかな生活だったと
香典返しのお礼のお手紙に記載
されていました。
私は，卒業後，初めて学校創
立１２０周年の時に元気なお姿を
拝見しましたがクラス会ではあ
まり会えず残念でした。

昨年５名の旧友を送り，今年も
１名で寂しさが深まるばかりで
す。
「涙そうそう」の歌声を聞くと
旧友の顔が思い出されて「そうそ
う」です。
今年は会員全員が「傘寿」を獲
得し１０月の総会には元気な顔が揃
うことを願っています。

（幹事会・金山公彦 記）

４１回目クラス会

クラス会だより
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平成２８年東京歯科大学少林寺拳
法部は創部５０周年を迎え，去る平
成２８年６月４日（土）ホテルメトロ
ポリタンエドモント（飯田橋）に
おいて，OB現役を含め５０余名に
より祝賀会が盛大に開催された。
祝賀会では，個人の近況報告や
鈴木慎二道院長と鈴木司郎（昭和
５３年卒）の模範演武などが行わ
れ，少林寺今昔に時間を忘れ楽し
いひと時を過ごした。

平成２８年度末を持って，市川総
合病院副病院長・口腔癌センター
所長の髙野伸夫先生が退任される
ので，退任記念講演会が，去る平
成２９年３月１１日（土）水道橋新校舎
８階の教室において，「顎変形症
顔面非対称」と題し３０余名の参加
者のもと開催された。癌の治療は
もとより，その治療範囲の広さ，
歯科としての口腔外科の重要性を
示された素晴らしい講演に一同改

めて感動を覚えた。その後，後楽
園飯店に場所を移し，時を同じく
して退任する大畠 仁先生，卒業
生の大田君を含め，４０余名の参加
を得て退任祝賀会が開催され，
髙野・大畠両先生の現役時代の話
題に花が咲いた。
なお，心半ばにして去った同胞
に，心よりご冥福をお祈りする次
第である。
（昭和５３年卒・井上 孝 記）

東京歯科大学少林寺拳法部創部５０周年祝賀会
髙野教授退任記念講演会・祝賀会

OB会・グループ・サークルだより
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２０１６年に本学からのご推挙を受
け恩師野間弘康先生の叙勲申請を
させていただいたところ，同年１１
月に皇居において瑞宝中綬章の受
賞の栄誉に浴されました。先生の
これまでのご功績が，叙勲の栄誉
として認められましたことは，私
どもとしましても大きな喜びであ
ります。ご推挙いただいた本学理
事長・学長先生を初め関係各位に
心から御礼申し上げます。
これを受け本年４月６日夕刻，
帝国ホテルにおいて叙勲祝賀会
を，口腔外科学教室および精到会
（教室OB会）主催のもとで開催
いたしました。学内からは水野理
事長，井出学長を初め，名誉教
授，現役教授，ご同級の先生，そ
して山岳部の方々の参加をいただ
きました。学外からは現役時代に
大変お世話になった森 昌彦先生
（元朝日大学教授），工藤逸郎先
生（元日大教授），口腔外科学会
で共に戦った瀬戸皖一先生，今井
裕先生を初め多くの先生方にもご
出席いただき，総勢２００余名の皆
様によってとても厳かかつ楽しい
祝賀会を開催することができまし
た。ここに改めて，主催者を代表
して心から感謝申し上げます。
野間先生の現役時代におけるご
活躍とエピソードには枚挙に暇が
ありません。まさに教室員は皆，
先生を慕い讃え，一丸となって歩
んでいたことが思い出されます。

中でも昨年刊行された，野間先生
の集大成となる「イラストでみる
口腔外科手術 全４巻」は我々に
とっても大変な喜びであります。
思い起こせば，週に一度の抄読会
で当時の口腔外科のバイブルで
あったNaumann のドイツ語原著
を訳すのがノルマでした。事ある
ごとに野間教授は「将来，この本
を越える手術書を作ろう」とドイ
ツ語に悪戦苦闘する我々を鼓舞叱
咤していました。口腔外科手術学
に関する従来の成書では，診断と
形式的な手術術式が述べられてい
るのみで，手術を実施する際の
“Science and Skill”を基本として
編集されたものはなく，手術術式
についてわかりやすいイラストを
用いて明快に解説したものはみら
れません。先生の卓越した描図の
ご才能によって２０００枚以上のイラ
ストが組み込まれています。この
書は臨床家が育つ過程で大きな役
割を果たすことができるものと信
じます。まさに先生の philosophy
と policy が凝集した著書と言え
ます。ご退職されて１０余年を掛
け，昔日の思いを達成されたこと
に敬意と感謝の気持ちでいっぱい
です。
先生のご威光は口腔外科，歯科
医学界のみならず，山岳分野にお
いても名声は轟いています。北穂
高岳の滝谷，奥穂高岳ジャンヌダ
ルムの岩壁に「東京歯科大ルー

ト」があり，野間先生が前人未踏
の難ルートを開拓されたもので
す。恐ろしく危険なルートのため
続く登攀者は少ないと聞きます
が，野間イズムの一端が山岳の記
録にも残されています。
弟子の一人である白須賀貴樹衆
議院議員のお祝辞に「ヒトは名を
遺す」逸話を紹介され，野間先生
のご実績と業績を高く称えていま
した。まさに先生は多くの大切な
ものを私どもに残していただきま
した。私たちは，大学校歌のごと
く，野間先生に「見えん」「繞ら
ん」「讃えん」そして「護らん」
の機会を与えられたこと，これ以
上の誉はありません。
これから先生におかれましては
少し休息をお取りいただき，歌子
夫人そしてお嬢様方と楽しい時間
をお過ごしいただければと思いま
す。野間先生ならびにご家族様の
ますますのご健勝とご多幸を心か
らお祈り申し上げまして，叙勲祝
賀会開催の御報告とさせていただ
きます。

すいどう ば し

野間弘康先生 瑞宝中綬章叙勲祝賀会の開催

東京歯科大学口腔顎顔面外科学講座 柴 原 孝 彦（昭和５４年卒）
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去る平成２９年２月１８日に東京
ドームホテルにおいて，赤松 正
先生が東海大学医学部外科学系形
成外科学領域教授に就任されたの
を記念し講演会並びに祝賀会が開
催された。まず赤松先生のご略歴
であるが，昭和３６年１月１２日生，
お父様赤松英一先生は神奈川歯科
大学口腔診断学教授，昭和５４年東
京歯科大学入学，卒業後東海大学
医学部２年生に編入，医学部卒業
後，形成外科学講座に入局，平成
２８年形成外科学教授に就任され
た。
講演会では，顎変形症，先天異
常，口唇・口蓋裂などの症例を提
示された。口蓋裂症例では，言語
習得のためには早期のオペが望ま
れ，反面外科的侵襲による成長抑
制が懸念される。それを防ぐため
に低侵襲の治療法を考案された。
生後２カ月の新生児の口蓋部にプ
レートをピン止めし，ワイヤーの
矯正力で口蓋裂部を縮小する

Lathamの治療法を改良した東海
大式 POA（palatal orthopedic ap-
pliance）装置を紹介された。審美
的問題のためマスクをはずせない
少女との会話を克明にカルテに記
入し，彼女の悩みに耳を傾ける。
私は「名医ではなく良医でありた
い。」などの発言から，赤松先生
の臨床に対する真摯な姿勢が伝
わった。
祝賀会では，５０名の同級生が
集ってくれた。三春会会長である
湯澤邦裕先生の乾杯で始まり，東
京歯科大学口腔病態外科学教授
片倉 朗先生，東京歯科大学微生
物学教授石原和幸先生，慶應義塾
大学医学部歯科・口腔外科学教授
中川種昭先生，東海大学医学部外
科学系口腔外科学領域教授太田
嘉英先生，同じダブルドクターの
立場から田中 祝先生，参議院議
員島村 大先生からご祝辞を賜っ
た。同級生だけの気軽な会にする
ため，「先生」と呼ばずに，君，

さん，ちゃん，あるいは学生時代
のあだ名で会を進める，というア
ナウンスが効いたのか，どの先生
も通り一遍の上辺だけのスピーチ
ではなく，目頭が熱くなるような
心温まるスピーチから，同窓会会
報にはとても書けない内容のス
ピーチまで頂戴した。昭和６０年卒
三春会ではあと一人岡山大学大学
院医歯薬学総合研究科生化学分野
教授竹居孝二先生がいらっしゃる
が，残念ながらご都合により参加
できず，お葉書にてコメントを頂
戴した。佐々木葉子先生プレゼン
ターによる花束贈呈の後，赤松先
生から参加者へお礼の言葉があ
り，自衛隊に入隊し陸将補（昔で
言う中将）になられた池野谷 肇
閣下による万歳三唱で締めくくっ
た。「教授６人，国会議員と将軍
がいれば俺たち日本を変えられる
んじゃね。」などという無責任な
ヤジを背に二次会へと消えていっ
た。

�昭和６０年卒
三春会の先生方へ�

「赤松 正先生の教授就任を
お祝いする会」の写真はURL
https : //３０d.jp/ にアップロー
ドされご覧になれます。IDと
PASS は「お知らせ」のお手紙
に記入されています。次回は「池
野谷 肇先生将軍就任記念パー
ティー」を企画しておりますの
で，ぜひ多くの先生方のご参加
をお待ちしております。

「赤松 正先生の教授就任をお祝いする会」開催される

宇 梶 常 幸（昭和６０年卒）

すいどうばし
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現代の人々にとって満州（現在
の中国東北部，遼寧・吉林・黒竜
江省）は，日本が今から１１０年程
前の日露戦争に勝利して得た権益
（この時は南満州）であり，その
後その権益を守り，さらに拡大し
て創られた幻の満州国の帝国主
義，植民地主義による傀儡政権と
いった，この国を太平洋戦争に
引っ張り込んだ帝国陸軍の暗いイ
メージを連想させます。
その満州で，民族（五族）協
和，王道楽土を理念とし，満州事
変の立役者である関東軍高級参
謀・板垣征四郎，作戦参謀・石原
莞爾らと共に，満蒙独立国家の建
設を三千万民衆と力を合わせて実
現する（民族協和），理想の国家
を追い求めて躍動した熱い一人の
歯科医師がいました。彼はさだめ
て民族主義，帝国主義でも右翼で
もなく，名利栄達は望まず，日本
人が本来もっている邪心のない無
垢で素朴な博愛主義者でした。そ
うした考えの彼は，次第に満州国
政府に疎まれ，弾かれて満州から
北京へ去ることとなり，更にその
後，中国からの退去を迫られるの
です。その人の名前は小澤開作
（以後，開作先生），いや，世界
的指揮者・小澤征爾氏のご尊父と
言ったほうがよいかも知れませ
ん。
開作先生の７１年の波乱に富んだ

人生で，生き生きと自分を表現し
た本舞台は満州であり，そこでの
活躍を記したものは多くありま
す。そうした舞台の影にあって，
歯科医業は苦しいときに先生を支

え，安らぎを与えるものでした。
人生を終えるその日も，夜遅くま
で技工をやっていて，尋ねてきた
次男・小澤俊夫氏（小澤征爾氏の
兄，筑波大学名誉教授）に注意さ
れると，「父はいつものように笑
みをうかべて，『なに，おれはこ
んなしごとが好きなんだ』と言っ
た。」（『父を語る』より）といい
ます。そんな開作先生に，わたし
は安堵感を覚えるのです。先生は
いつどこで歯科医師を志し，どの
学校で歯科医学を学んだのか，知
りたいと思うのです。
開作先生は明治３１年１２月，山梨

県西八代郡高田村（現在は西八代
郡市川三郷町高田）に父・新作，
母・キクの５人兄弟の長男として
生まれます。生まれた頃は，それ
でも三反百姓でしたが，このあた
りは釜無川と笛吹川が合流して富
士川となる地域で，昔から氾濫が
多く，明治４０，４３年２回の大洪水
で，家も畑も流され貧しい生活を
強いられます。さらに１４才で高等

小学校を卒業する頃には，母親を
癌で失います。
大正時代の始めころは，日露戦
争後の緊縮財政と世の中には閉塞
感があり，田舎はどこも，今とは
比べ物にならないほど貧しい生活
でした。こうした生活を何とかし
たい開作先生は，父や家族を助け
るために，横須賀の海軍工廠で給
仕として働き始めます。１年程し
て「手っ取り早く稼げる医者は，
歯医者だ。」と思い，東京に移り，
昼間は親戚の印判所などで懸命に
働き，ときに生来の音感の良さと
美声を生かして，バイオリンを弾
いての演歌師をやるのですが，こ
の頃が，開作先生にとって最も苦
しい時であったかもしれません。
母の死を胸に，都会に出て孤独な
中で懸命に働く寂しく辛い日々
を，バイオリンを弾いて唄うと
き，聞く人の心と共に自分の心を
も，和ませたのだと思います。そ
んな生活を３年ほどつづけなが
ら，夜は東京歯科医学校で学ぶの

世界的指揮者・小澤征爾氏の父・開作先生は東京歯科医学校に学ぶ

阿 部 晴 弘（昭和４６年卒）

小澤征爾氏
⒞Shintaro Shiratori

小澤開作先生
「父を語る」小澤征爾編より

すいどうばし
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です。
明治後期，大正期の東京歯科大
学は，昼間の部・東京歯科医学専
門学校と夜間の部・東京歯科医学
校の二つあり，専門学校の就学期
間は４～５年で，卒業すると自動
的に歯科医師となります。経済的
に恵まれない人たちは夜間の部に
通い，検定試験を受けたのです。
まだ１５～１７才の，身体的にも成
長していない開作先生は，苦学力
行で無理がたたり結核になってし
まい，やむなく郷里の高田村に帰
ります。家族は皆，駄目だと思っ
たといいます。だが，奇跡的な回
復力で，１～２年して隣まち大門
町の相原歯科医院で，東京の歯科
の学校で学んだ経歴から書生にな
り，病の治癒と体力の回復を計り
つつ，歯科医を目指して２～３年
働きます。
病が癒え，気力の戻った開作先
生は，大正９年再度上京し，その
年の４月歯科医師の検定試験に合
格します。先生の検定試験合格に
ついては，国立国会図書館にある
日本歯科医籍録（日本歯科医師会
編纂，発兌・歯苑社）に，登録番
号・５６１６，登録月日・大正９年５
月２４日，資格取得月日及資格・大
正９年４月と記されています。
故郷の父は，開作先生の再上京
や満州行きには反対でした。当然
歯科医になれば，高田村での開業
を望みます。そんな父の意に反し
て，志の高い開作先生は満州に渡
り，シベリア鉄道でドイツに行き
医者になることを目指すのです。
満州に行く開作先生を追って，慌
しく東京駅に来た父は，言葉を交
わす間もなく，出てゆく列車に，
ただいつまでも帽子を振っていた
といいます。

現在，世の中に出ている開作先
生について書かれた本は，５冊ほ
どあります。その中で開作先生が
歯科医学を学んだ学校を記してあ
る本は，『昭和に死す』松本健一
著だけであり，そこには「夜は東
京歯科医専に通い，この上京中か
再度の上京のときか，ともかく歯
科医の検定試験に合格している。」
と記されています。またインター
ネットのウイキペディアには「東
京歯科医専卒」と記されていま
す。恐らくこの記述の出典は『昭
和に死す』からであろうと思いま
す。すでに著者の松本健一氏は亡
くなられ，確認することはできま
せん。
東京歯科大学は，夜間の部の東
京歯科医学校で学んだ多くの人達
も卒業生として，同窓会名簿に載
せています。だが，開作先生の名
前は名簿になく，大学の図書館に
ある大正時代の歯科学報にもあり
ません。調べると他にも何らかの
理由で記載されなかった人達が多
くいるようです。
わたしは今年の３月と４月の２
回，小澤俊夫氏にお会いして，い
ろいろな話を伺いました。松本
健一氏の著書の中の「東京歯科医
専」の記述については，「むかし
松本さんは，母親（開作先生の奥
様・さくらさん）のところに何回
も何回も尋ねて来ていましたか
ら，かなり正確だと思いますよ。」
と語っています。

特に驚いたのは，３月１５日大学
の学長室で井出吉信学長と共にお
会いしたときに，その冒頭，学長
から血脇守之助先生の名前がでる
と，透かさず，小沢俊夫氏が少し
声を強めて「その血脇守之助とい
う名前，むかし親父からよく聞き
ました。」久しぶりに聞く，驚き
の名前に「血脇という苗字は珍し
いし，守之助という名前もよく覚
えていますよ。」と。予想もしな
かった言葉に，井出学長とわたし
は目を円くして顔を見合わせまし
た。
今となっては，小澤開作先生が
どこの学校で歯科医学を学んだの
か，客観的に証明することは簡単
ではありません。開作先生につい
て書いた本や資料と，小沢俊夫氏
の話や周りの状況などから，先生
の年譜を辿り，また口伝ではあっ
ても，小澤俊夫氏の口から開作先
生の言葉として「血脇守之助」と
いう名前が出たことは，開作先生
が東京歯科医学校で学んだことを
証明する，かなり重要な証拠にな
ると思っています。

小澤俊夫氏と著者

小澤俊夫氏より下記の本を大学にご寄付いただきました

父を語る 小澤征爾編 中央公論事業出版 昭和４７年

父を語る その二 小澤征爾編 私家版 昭和５０年

北京の碧い空を復刻版 小澤さくら著 ㈲小澤昔ばなし研究所 ２０１５年

すいどうばし

52



３月
１） 理事会
３月２９日（水） 第２回常任理事会

２） 委員会
３月６日（月） 事業推進部学術委員会 企画会議

１３日（月） 広報部広報委員会
１３日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
１４日（火） 二校会主催若手研修セミナー打合せ

会
１６日（木） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
２２日（水） 会務運営協議会
２４日（金） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
２８日（火） 総務・厚生部総務厚生委員会
２８日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナー最終予演会）

３） 出張
３月４日（土） 青森県支部総会 早速副会長出席
５日（日） 関東地域支部連合会支部長会

財部副会長，大野理事出席
５日（日） 滋賀県支部学術講演会

講師・橋本正次教授（母校）
１０日（金） 歯科衛生士専門学校卒業証書授与式

矢﨑会長出席
１５日（水） 東京歯科大学第１２２回卒業証書授与

式 矢﨑会長出席
１５日（水） 東京歯科大学大学院修了式

矢﨑会長出席
２６日（日） 東京歯科大学短期大学開学記念式

典・記念祝賀会 矢﨑会長出席
２６日（日） 日本大学歯学部同窓会第４回桜会

髙野常任理事出席

４） 事業
３月８日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

TDC研修倶楽部

９日（木） 東歯関係日歯役員・代議員と同窓会
役員との懇談会

１４日（火） 新入会員オリエンテーション
１５日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

DSM
１６日（木） 市川総合病院臨床研修歯科医修了者

へのオリエンテーション
１７日（金） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者へ

のオリエンテーション
２１日（火） 千葉病院臨床研修歯科医修了者への

オリエンテーション
２３日（木） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

歯科臨床を語る会

４月
１） 理事会
４月１５日（土） 第２回理事会

２） 委員会
４月３日（月） 渉外部渉外委員会
３日（月） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
５日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
６日（木） 事業推進部学術委員会 企画会議
１０日（月） 会務運営協議会
１１日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナーチューター
ミーティング）

１４日（金） 広報部広報委員会
１４日（金） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
１７日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会
２１日（金） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（エンドセミナー最終予演会）
２４日（月） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（スポーツ歯科セミナー打合せ）
２５日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
２７日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会

庶 務 日 誌
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３） 出張
４月１日（土） 山形県支部総会 財部副会長出席

学術講演会 講師・松坂賢一教授
（母校）

３日（月） 東京歯科大学大学院入学式
矢﨑会長出席

４日（火） 東京歯科大学短期大学歯科衛生学科
入学式 矢﨑会長出席

５日（水） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
１９日（水） 第１１０回歯科医師国家試験反省会並

びに担当者慰労会
矢﨑会長，澁谷・早速・財部・冨山
各副会長，臼井専務理事出席

２４日（月） 東京地域支部連合会支部長会
矢﨑会長，山口理事出席

４） 事業
４月３日（月） 大学院入学者へのオリエンテーショ

ン
７日（金） 井出吉信学長，石井拓男短大学長と

の座談会
１２日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１９日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

DSM
２３日（日） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

ベーシックセミナー
２７日（木） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

歯科臨床を語る会

５月
１） 理事会
５月２４日（水） 第３回常任理事会

２） 委員会
５月１日（月） 渉外部渉外委員会
８日（月） 事業推進部学術委員会 企画会議
８日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
９日（火） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
１１日（木） 総務・厚生部総務厚生委員会
１２日（金） 広報部広報委員会

１５日（月） 会務運営協議会
１９日（金） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
２３日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
２９日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会
３１日（水） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ぺリオセミナー）

３） 出張
５月１３日（土） 宮城県支部総会 冨山副会長出席

学術講演会 講師・野村武史教授
（母校）

２０日（土） 福岡県支部学術講演会
講師・一戸達也教授（母校）

２１日（日） 神奈川歯科大学創立１００周年式典・
祝賀会 矢﨑会長出席

２６日（金） 渋谷支部総会 矢﨑会長出席
２７日（土） 北陸地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，臼井専務理事，野田理事
出席
学術講演会 講師・奥田克爾名誉教
授（母校）

２７日（土） 四国地域支部連合会総会・支部長会
早速副会長，中島常任理事，沖理事
出席
学術講演会 講師・櫻井 薫教授
（母校）

２７日（土） 九州地域支部連合会支部長会
澁谷副会長，田部理事出席

４） 事業
５月１０日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１７日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修

DSM
２０日（土）・２１日（日）

TDCアカデミア２０１７ 臨床セミナー
エンドセミナー

２５日（木） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修
歯科臨床を語る会

庶 務 日 誌
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５） 監査会
５月２５日（木） 監査会

６月
１） 理事会
６月１７日（土） 第３回理事会

２） 委員会
６月１日（木） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（補綴セミナー・スポーツ歯科セミ
ナー最終予演会）

１日（木） 同窓会事業改革検討会
５日（月） 総務・厚生部総務厚生委員会
５日（月） 事業推進部学術委員会 企画会議
６日（火） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会 平成２９年度グループミーティン
グ

９日（金） 広報部広報委員会
１２日（月） 会務運営協議会
１２日（月） 同窓会事業改革検討会
１３日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
１５日（木） 東歯関係日歯役員・代議員と同窓会

役員との懇談会
１６日（金） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ペリオセミナー最終予演会）
２０日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（MTMセミナー打合せ）
２１日（水） 会報検討会
２９日（木） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会

３） 出張
６月１０日（土） 東北地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，臼井専務理事，田島理事
出席
学術講演会 講師・古澤成博教授
（母校）

２４日（土） 近畿地域支部連合会支部長会
臼井専務理事，稲野理事出席

２４日（土） 福島県支部総会 澁谷副会長出席
学術講演会 講師・矢島安朝教授
（母校）

４） 事業
６月１１日（日） TDCアカデミア２０１７ 臨床セミナー

Part１ 補綴セミナー，Part２ ス
ポーツ歯科セミナー

１４日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修
TDC研修倶楽部

２１日（水） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修
DSM

２２日（木） TDCアカデミア２０１７ 卒後研修
歯科臨床を語る会

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 １５ 卒 坪 田 實（９５歳） 東京都世田谷区 ２５．７．１１

●昭 ５１ 卒 西 元 繁 歳（６７歳） 東京都小平市 ２９．２．１３

●昭 ３３ 卒 長 島 孝 夫（８３歳） 東京都東村山市 ２９．２．２

●昭 ４６ 卒 大 石 弘 子（７０歳） 東京都台東区 ２９．２．１０

●昭 ３６ 卒 中 山 孝 幸（７９歳） 香川県高松市 ２９．１．２９

●昭 ３１ 卒 田 山 俊 二（８６歳） 北海道札幌市 ２９．２．１７

庶 務 日 誌
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●昭 ６３ 卒 金 子 淳（５３歳） 三重県津市 ２９．２．２３

●昭 ３４ 卒 磯 部 喜 彦（８２歳） 愛知県名古屋市 ２９．２．２５

●昭 ３９ 卒 島 田 英 明（７８歳） 神奈川県横浜市 ２９．２．２４

●推 薦 田 沼 百合子（９０歳） 群馬県桐生市 ２９．２．２３

●昭 １７．９ 卒 石 田 新 也（９４歳） 東京都町田市 ２８．１１．２８

●昭 ２３ 卒 岸 田 昭（８９歳） 岡山県岡山市 ２９．２．２２

●昭 ２７ 卒 嶋 田 貢（８７歳） 神奈川県相模原市 ２８．３．６

●昭 １８．９ 卒 光 澤 龍 雄（９４歳） 神奈川県川崎市 ２９．２．２７

●昭 ３３ 卒 寺 本 康 郎（８４歳） 三重県鳥羽市 ２９．３．５

●昭 ４０ 卒 野 村 浩（７６歳） 広島県広島市 ２９．３．５

●昭 ２５ 卒 間 中 章 介（８７歳） 神奈川県川崎市 ２９．３．３

●昭 ３０ 卒 勝 股 恒 美（８５歳） 埼玉県川越市 ２９．３．７

●昭 ３５ 卒 鈴 木 靖 彦（８１歳） 神奈川県藤沢市 ２９．３．７

●昭 ３７ 卒 木 村 剛（８２歳） 神奈川県横浜市 ２９．３．９

●昭 ４９ 卒 米 山 周 一（６８歳） 神奈川県横浜市 ２９．３．１８

●昭 ４２ 卒 佐牟田 和 康（７７歳） 東京都練馬区 ２９．３．１３

●昭 ３０ 卒 高 山 良 光（８６歳） 東京都港区 ２９．３．１７

●推 薦 宮 脇 清（５９歳） 岡山県総社市 ２９．３．２２

●昭 ３５ 卒 片 野 光一郎（８１歳） 群馬県利根郡 ２９．３．２３

●昭 １４ 卒 添 田 壽一郎（１００歳） 兵庫県明石市 ２９．３．１９

●昭 ２４ 卒 杉 浦 勲（８９歳） 東京都練馬区 ２９．３．２４

●昭 ２０．９ 卒 櫻 井 真 幸（９２歳） 愛知県稲沢市 ２９．３．２４

●昭 ３７ 卒 古 川 正（７９歳） 東京都江東区 ２９．３．３１

●昭 ３３ 卒 横 田 由喜也（８３歳） 宮城県仙台市 ２９．３．２０

●昭 ４８ 卒 加 藤 敬 介（７０歳） 三重県四日市市 ２９．４．１１

●昭 ４５ 卒 髙 橋 四 郎（７１歳） 埼玉県入間市 ２９．４．１２

●昭 ３７ 卒 髙 梨 玲 子（７９歳） 広島県福山市 ２９．４．１４

●昭 １７．９ 卒 安 田 良 造（９６歳） 青森県南津軽郡 ２９．４．１４

●昭 ４０ 卒 稲 垣 一 臣（７７歳） 静岡県磐田市 ２９．４．２１

●昭 ２５ 卒 三 宅 康 夫（８９歳） 岡山県倉敷市 ２９．５．１６

●昭 ２０．９ 卒 笹 本 馥 嵩（９２歳） 静岡県下田市 ２９．５．１５

●昭 ４４ 卒 森 下 正 教（７２歳） 群馬県桐生市 ２９．５．１５

●昭 ３６ 卒 若 尾 紀 雄（８２歳） 静岡県静岡市 ２９．５．１６

●昭 ４０ 卒 鈴 木 隆（７６歳） 千葉県千葉市 ２９．５．２１

●昭 ６０ 卒 日 比 浩 樹（５６歳） 愛知県名古屋市 ２９．５．３１

逝 去 会 員
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。ただし今年度に限り１０月号の締め切り
は９月１日とさせて頂きます。ご注意下さい。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２６年度より，偶数月発行から年間４回（２，６，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //tdc-alumni.jp/organization/dousoukai/kouhoubu/をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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◆へんしゅうこうき ★同窓会広報のホームページを見ていただいた方はどの位いるだろうか。委員会で
はアクセス数や内容を分析し，見やすいものへと改善している。
★アクセス数は記事の更新をすると閲覧数も伸びるが，たまに何年か前の記事の
ページの閲覧数が何故か突然伸びることがある。数年前の卒業式の写真のページ
のアクセス数が伸びた。まだ卒業式前，今年の卒業式はアップしていない時期。
★憶測だが，今年の卒業生や卒業生の親御さんが「卒業式は何を着ていこうかな」
などと考えいろいろなページにアクセスしている中，同窓会のホームページに行
き当たる。そんな姿を想像すると微笑ましい。少しでも同窓会のホームページが
役に立てれば嬉しい。
★ゴールデンウィーク中，７０代の女性が軽自動車で病院の待合室に突っ込んで１３人
がケガするという事故が大きく報じられた。最近，ニュースなどでも報道される
「アクセルとブレーキの踏み間違え事故」年間およそ７０００件，全交通事故数が
減っているにもかかわらず踏み間違え事故は少しずつ増えている。
★踏み違え事故は，高齢者特有のものではなく，発生件数は若年層と高齢者により
明確な二つのピークが存在しどの年代でも発生している。ほとんどはAT車（２
ペダル車）で発進時（クリープの状態），後退時に多い。欧州米国に比べても日
本の発生頻度が高いのはAT車の普及率の違いが大きい。アクセルもブレーキ
も同じ踏むという動作なのでこの事故が起こる。自分は運転を何十年しているが
一度もない，ゆえにあり得ない，と考える人が多いのにも気がついた。
★ある５０代の方の経験談は，印象に残る。その方は３０代の頃踏み間違え事故を起こ
し，まさか自分がと思ったそうだ。その時の状況は克明に記憶しているが「どう
して踏み間違えたかわからない」「何に気をつけたら二度と踏み間違えないです
むのか分からない」と。運転姿勢，注意力をそがれる事，ちょっとした段差，歩
行者，対向車いろいろなことが重なり踏み間違える。誰にでも起こると痛感した。
★防止策には１：センサーによる誤発進急加速の制御，２：機械的なペダル変更に
よる装置『Stop ペダル』（ナンキ工業），ナルセペダル，ワンペダル（ナルセ機
材有限会社）３：オーバーアクセルの電気的な抑制「ペダルの見張り番」（オー
トバックスセブン），４：左足ブレーキ両足ブレーキなど運転操作の変更などが
あるがどれも完全なものはない。いっそAT車ではなく，MT車に乗り換えよう
かとも思う。何れにせよ，過信，油断がこの事故を招く。 （島田 篤 記）

広報部広報委員会
委 員 長：昭和５３年卒 臼田 準
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